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第
七
章
戦
後
復
興
と
新
制
大
学
図
書
館
の
発
足
、
戦
後
復
興
に
よ
る
「
新
生
」
大
学
の
図
書
館
校舎焼け跡
第
二
次
世
界
大
戦
で
学
生
が
戦
地
に
動
員
さ
れ
、
教
職
員
の
多
く
が
応
召
し
、
大
学
の
校
舎
が
焼
け
、
学
業
の
場
と
し
て
の
機
能
発
揮
が
停
止
状
態
に
陥
っ
て
い
た
私
立
大
学
の
各
校
は
、
終
戦
と
と
も
に
、
戦
火
の
跡
か
ら
の
復
興
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
私
立
大
学
に
お
け
る
戦
後
復
興
は
、
’
九
世
紀
末
か
ら
二
○
世
紀
初
頭
に
か
け
て
試
み
ら
れ
た
民
間
私
学
の
公
認
大
学
へ
の
歩
み
を
継
承
し
、
私
学
の
精
神
を
二
○
世
紀
半
ば
の
新
た
な
状
況
に
お
い
て
確
認
し
再
生
す
る
取
り
組
み
と
な
っ
た
。
戦
後
復
興
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
、
そ
の
歴
史
と
伝
統
の
中
に
蓄
積
し
て
き
た
私
学
と
し
て
の
活
力
を
凝
縮
し
て
発
揮
す
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
私
立
大
学
は
、
焦
土
に
点
在
す
る
各
大
学
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
と
条
件
に
お
い
て
、
再
び
、
’
九
○
三
年
の
専
門
学
校
令
に
際
し
「
専
門
学
校
令
に
よ
る
大
学
」
を
目
指
し
1４８ 
Hosei University Repository
そ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
社
会
的
な
意
味
が
付
与
さ
れ
て
、
私
立
大
学
図
書
館
の
戦
後
復
興
課
題
が
登
場
し
て
い
る
。
戦
後社会の混迷期にあって、新たな価値意識の形成に有力な手段を提供する場として、公共図書館に対する社会的
な
強
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。
大
学
図
書
館
の
戦
後
復
興
は
、
切
実
な
社
会
の
知
的
要
請
に
応
え
る
社
会
的
な
課
題
として提起されていたのである。帝国図書館からの国会図書館への移行が象徴的に示しているような、日本の社
会における図書館の位置と役割の構造的で質的な転換の、その最先端を行く「新生」として、さらには「新制」
への切り替えとして、各私立大学図書館の戦後復興課題が登場していた。法政大学図書館の戦後復興も、その例
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
あ
る
い
は
一
九
一
九
年
の
大
学
令
に
際
し
「
大
学
令
に
よ
る
大
学
」
を
目
指
し
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
私学の持つ社会的な潜在活力を発揮することになった。私立大学における戦後復興とは、部分社会としての私学
が
、
戦
前
の
日
本
社
会
に
お
い
て
、
半
世
紀
余
に
わ
た
っ
て
高
等
教
育
を
担
っ
て
き
た
社
会
的
位
置
の
自
覚
と
社
会
的
役
割
の
自
負
からもたらされた終戦状況への対応であり、そのような意味における「新生」大学としての歩みの開始であった。
ポツダム宣言の受諾と新憲法の制定に対応する新制大学の発足を戦後史の起点として捉える視点が教育制度史と
し
て
は
妥
当
で
あ
ろ
う
が
、
｜
つ
の
社
会
史
と
し
て
の
私
立
大
学
史
に
焦
点
を
据
え
た
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
戦
後
復
興
の
機
会
に
お
け
る
旧
制
大
学
の
「
新
生
」
大
学
と
し
て
の
新
た
な
出
発
が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
の
部
分
社
会
再
生
の
過
程
と
重
な
り
合
う
形
で
新
制
度
の
大
学
の
発
足
が
な
さ
れ
た
と
す
る
事
実
認
識
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
れていた。
私
立
大
学
の
戦
後
復
興
過
程
に
は
、
か
つ
て
、
専
門
学
校
令
や
大
学
令
を
機
会
と
し
て
大
学
と
し
て
の
条
件
充
実
課
題
に
直
面
し
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
人
と
建
物
の
整
備
拡
充
課
題
へ
の
直
面
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
こ
れ
も
、
か
つ
て
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
各
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
機
能
発
揮
の
担
保
条
件
と
な
る
図
書
館
の
施
設
と
蔵
書
の
充
実
が
主
要
な
課
題
と
し
て
提
起
さ
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外ではなかった。
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
直
後
の
法
政
大
学
の
状
況
は
、
戦
災
で
校
舎
の
大
半
を
消
失
、
惨
惜
た
る
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の
様
子
を
『法政大学百年史」は、「戦場から、あるいは疎開先からもどってきた教職員や学生が富士見町の校庭に見いだし
たのは、空襲をまぬかれて焼け残った第三校舎（のちの図書館）・六角校舎・新館（校友会館）・武道館および急造
の
バ
ラ
ッ
ク
建
て
事
務
所
だ
け
…
と
い
う
荒
涼
・
無
惨
な
光
景
で
あ
っ
た
。
川
崎
市
木
月
の
校
舎
も
空
襲
に
あ
い
、
予
科
校
舎
を
の
ぞ
く
ほ
か
す
べ
て
焼
失
し
て
、
｜
面
の
廃
嘘
と
化
し
た
」
（
二
五
四
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
「
六
角
校
舎
」
と
さ
れ
て
い
る
の
本校校舎復興計画
酒
井
『
法
大
図
書
館
史
」
の
第
五
章
「
戦
後
か
ら
現
況
ま
で
」
に
よ
れ
ば
、
終
戦
直
後
の
法
政
大
学
と
法
政
大
学
図
書
館
の
置
か
れ
た
状
況
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
戦
後
の
焦
土
の
中
か
ら
法
政
大
学
図
書
館
が
復
活
す
る
経
過
を
的
確
に
記
し
て
い
る
の
は
、
法
政
大
学
図
書
館
司
書
の
役
に
あ
っ
た
酒
井
勇
二
で
あ
る
。
酒
井
が
図
書
館内の業務として編纂執筆した「法政大学図書館史』（一九六三年三月刊。
以
下
、
酒
井
「
法
大
図
書
館
史
」
と
略
記
）
が
あ
る
が
、
酒
井
の
こ
の
一
書
は
、
私
大
図
書
館
史
と
し
て
噴
矢
と
な
る
業
績
で
あ
り
、
高
等
教
育
を
担
う
日
本
に
お
け
る
私
学
の
歴
史
と
役
割
を
自
覚
す
る
視
野
の
広
が
り
に
お
け
る
個
別
大
学
図
書
館
史
の
記
述
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
特
色
を
発
揮
し
て
い
る
。
今
回
の
「
法
政
大
学
図
書
館
一
○
○
年
史
』
の
試
み
は
、
そ
の
企
画
の
段
階
か
ら
、
こ
の
酒
井
「
法
大
図
書
館
史
」
を
○年史』の試みは、そく
参
照
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
は
、
第
四
校
舎
の
通
称
で
あ
っ
た
。
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戦
後
復
興
期
を
迎
え
た
法
政
大
学
に
新
総
長
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
一
九
三
○
年
代
の
、
い
わ
ゆ
る
「
法
政
騒
動
」
で
、
｜
度
は
大
学
を
去
っ
た
こ
と
の
あ
る
野
上
豊
一
郎
で
あ
っ
た
。
野
上
は
、
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
時
代
に
、
大
学
の
理
事
・
学
監
・
予
科
長
と
し
て
、
リ
ベ
ラ
ル
な
人
士
に
よ
る
大
学
作
り
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
。
「
法
政
騒
動
」
を
、
人
文
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム派と法政ナショナリズム派との葛藤と単純化して捉えれば、野上は、騒動で敗れたリベラル派の総帥であった。
そ
の
野
上
が
、
戦
時
体
制
の
柱
と
な
っ
て
い
た
竹
内
賀
久
治
総
長
が
退
陣
に
追
い
込
ま
れ
た
後
、
戦
後
復
興
体
制
の
担
い
手
と
な
り
、
一九四六年一一月、学長に選任され、’九四七年三月、総長に就任した。
学
長
と
な
っ
た
野
上
は
、
一
方
で
、
校
友
で
あ
る
池
島
重
信
（
文
学
部
教
授
）
を
教
務
・
学
務
・
担
当
の
学
長
秘
書
に
任
命
し
、
同
じ
く
校
友
で
あ
る
中
野
勝
義
を
校
友
会
・
理
事
会
担
当
と
し
て
重
用
す
る
な
ど
し
て
法
政
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
勢
力
へ
の
配
慮
を
示
す
と同時に、他方で、学事顧問に美濃部達吉、高野岩三郎を据え、理事に大内丘〈衞、安部能成を迎え入れるなどし
て人文リベラリズム派による大学作りの拠点を確保するという、人脈の上における均衡体制を確立した。戦後復
柳
の
木
の
よ
う
な
勢
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
法
政
大
学
図
書
館
は
、
幸
い
に
も
焼
失
を
ま
ぬ
が
れ
た
が
、
’
九
四
五
年
八
月
の
時
点
で
、
図
書
館
の
建
物
内
に
は
、
焼
け
出
さ
れ
た他の事務部門が同居する状態にあり、まずは、条件整備なしには開館できない状態にあった。それでも、法政
大学図書館は、’九四五年一○月に「井本健作館長が登館し、足立正夫が図書課長に就任して先決問題である館
員の獲得に奔走」し、同年一○月末に教授・講師に対する「図書検索票の発行」を完了させ「館外貸出業務が開
始」されるところまで復活するにいたっていた。そして、終戦から三ヶ月後の同年一一月一一六日に、「戦前通り昼
夜
に
わ
た
る
開
館
に
ふ
み
き
っ
た
」
の
で
あ
っ
た
。
翌
年
、
’
九
四
六
年
の
二
月
に
は
、
閲
覧
室
入
口
の
掲
示
板
に
「
新
刊
図
書
目
録」が常時掲載されるようになっていた（酒井「法大図書館史』。終戦を迎えた法政大学には、焼け跡に芽を吹く
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井
本
健
作
は
、
野
上
豊
一
郎
と
、
生
年
が
一
八
八
三
年
で
同
年
で
あ
り
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
の
卒
業
年
次
が
一
九
○
八
年
で
同
期
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
夏
目
漱
石
と
の
関
係
で
は
同
門
で
あ
り
、
法
政
大
学
に
お
け
る
予
科
の
英
語
教
師
と
し
て
は
同
僚
の
関
係
に
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
法
政
大
学
の
予
科
長
と
し
て
は
野
上
の
後
継
者
で
あ
り
、
図
書
館
長
と
し
て
は
野
上
の
五
代
後
の
就
任
で
あ
っ
た
。
野
上
の
死
後
、
「
野
上
記
念
」
と
し
て
創
設
さ
れ
た
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
の
初
代
所
長
と
な
っ
た
の
が
、
井
本
の
法
政
大
学
に
お
け
る
最
後
の
役
職
と
な
っ
て
い
る
。
成
し
、
学
園
民
主
化
の
推
進
力
と
な
っ
て
高
揚
し
て
い
た
。
戦
後
復
興
期
の
図
書
館
長
と
し
て
登
場
し
た
の
が
、
兼
一
七
代
図
書
館
長
に
就
任
し
て
い
た
井
本
健
作
で
あ
っ
た
。
興
期
に
構
築
さ
れ
た
野
上
の
「
新
生
」
大
学
の
機
構
に
、
や
が
て
、
大
内
兵
衞
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
新
制
大
学
の
構
造
の
布
石
と
し
て
の
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
、
人
脈
配
置
の
中
で
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
野
上
派
と
し
て
、
戦
後
復
興
期
の
図
書
館
長
と
し
て
登
場
し
た
の
が
、
兼
務
と
し
て
で
あ
る
が
、
す
で
に
終
戦
の
二
ヶ
月
前
の
一
九
四
五
年
六
月
に
第
野
上
総
長
の
体
制
を
戦
後
の
新
体
制
と
し
て
歓
迎
し
支
持
す
る
教
職
員
と
学
生
の
熱
気
が
、
戦
後
直
後
の
法
政
大
学
に
満
ち
て
い
た
。
戦
時
体
制
に
迎
合
し
た
竹
内
賀
久
治
総
長
体
制
の
解
体
を
求
め
る
教
員
・
職
員
・
学
生
の
三
者
は
、
法
政
大
学
全
体
会
議
を
結
法
政
大
学
の
場
合
、
戦
後
の
「
民
主
化
」
に
は
「
自
主
再
興
」
、
す
な
わ
ち
「
新
生
」
の
契
機
が
強
く
作
動
し
て
い
た
。
校
友
で
あ
っ
た
竹
内
総
長
の
排
斥
は
、
校
友
な
ど
関
係
者
の
辞
職
勧
告
に
よ
る
辞
任
の
形
を
と
っ
て
実
現
し
て
い
る
。
他
方
、
学
生
が
教
授
に
二
、
図
書
館
復
興
と
日
曜
公
開
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この『法政大学百年史』の記述は、当時学生であった一人の証一一一一口と見なせる部分であるが、この証一一一一口に示され
て
い
る
よ
う
な
、
戦
後
直
後
の
法
政
大
学
に
お
け
る
学
園
「
民
主
化
Ⅱ
再
興
」
運
動
の
高
揚
を
背
景
と
し
て
提
起
さ
れ
た
多
彩
な
運
動
課
題
の
一
点
と
し
て
、
大
学
図
書
館
の
早
期
開
館
が
あ
っ
た
。
「
連
曰
に
わ
た
っ
て
教
授
や
学
生
か
ら
図
書
館
に
対
し
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
要
求
が
だ
さ
れ
て
い
た
」
の
で
あ
っ
た
（
酒
井
「
法
大
図
書
館
史
』
。
図
書
館
に
と
っ
て
は
、
戦
時
中
に
廃
棄
処
分
や
閲
覧
禁
止
処
分
に
な
っ
て
い
た
図
書
の
現
状
復
帰
が
開
館
作
業
の
第
一
課
題
と
な
っ
た
。
戦
時
中
、
内
務
省
か
ら
通
達
の
あ
っ
た
廃
棄
図
書
を
、
法
政
大
学
図
書
館
は
廃
棄
せ
ず
、
密
か
に
保
管
し
て
い
た
が
、
そ
れ
「学生たちは、この廃嘘と激動の中で、すでに研究会、読書会をはじめていた。…この活動の中で、教授た
ち
の
消
息
を
交
換
し
、
そ
の
自
宅
、
焼
け
跡
、
疎
開
先
を
訪
ね
て
出
講
を
す
す
め
、
か
な
り
の
教
員
や
先
輩
が
指
導
の
た
め
に
登
校
をはじめた。」（鈴木幹人「文学部」『法政大学百年史』一九八○年）
「出講をすすめ：。」る活動を開始し、その結果、大学の講義再開が可能になった場合もあったとされている。
溌
ら
の
図
書
が
よ
う
や
く
日
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
っ
た
。
図
書
館
事
務
局
に
保
存
さ
れ
ている当時の「廃棄処分図書リスト」（本書、第六章参照）によれば、廃棄
綴繍を免れた図書は、主に、マルクス主義の文献であったことが明らかである。
鯛戦時中の閲覧禁止通達に対しては、明治大学図書館においても法政大学
図書館と同じような措置がとられていたという。片山昭藏著「明治大学図
書館史（増補改訂版）ｌ図書館創設二○周年記念ｌ』（『明治大学図書館報」
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別冊八、一九九六年三月）によれば、文部省教学局が「検閲週報」なる印刷物を回付してくるだけでなく、所轄警
察
署
が
、
「
左
翼
出
版
物
の
所
蔵
調
査
」
を
通
じ
「
該
当
出
版
物
の
引
渡
し
」
を
求
め
て
き
た
。
明
治
大
学
図
書
館
の
場
合
、
当
該
図
終
戦
後
二
ヶ
月
で
、
早
く
も
開
館
に
こ
ぎ
着
け
た
法
政
大
学
図
書
館
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
法
政
大
学
図
書
館
は
、
開
館
と
同
時
に
昼
夜
開
館
制
を
と
り
、
さ
ら
に
、
開
館
一
ヶ
月
後
に
は
、
市
民
に
公
開
す
る
趣
旨
で
日
曜
公
開
を
実
施
し
て
い
る
。
法政大学図書館の日曜公開制度は、’九四五年一二月九曰から実施され、’九五一一年六月一日まで一一六一一回実
施された。この間の利用者数は一万名に達したと記録されている。一九五○年時点において、法政大学のほか、
慶
応
義
塾
大
学
と
日
本
大
学
が
日
曜
公
開
制
度
を
実
施
し
て
い
る
の
を
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
は
、
第
一
次
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
の
勧
告
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
本
館
（
法
政
大
学
図
書
館
）
は
そ
の
勧
告
の
以
前
か
ら
公
開
を
行
っ
て
い
た
」
の
で
あ
る
（
酒
左
翼
出
版
物
の
閲
覧
解
禁
と
い
う
戦
後
直
後
の
出
発
点
が
、
戦
後
復
興
期
に
「
新
生
」
し
、
ま
も
な
く
新
制
大
学
と
な
っ
た
法
政
大学図書館の特色となっていた。『法大図書館史」の執筆者・酒井勇二は、新制大学発足直後からの館員であった
が
、
そ
の
酒
井
は
、
「
こ
の
図
書
館
を
利
用
さ
れ
る
方
は
限
ら
れ
る
ん
で
す
ね
」
と
回
顧
す
る
。
「
い
わ
ゆ
る
マ
ル
経
の
本
」
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
「
こ
れ
は
戦
災
に
遭
わ
な
く
て
、
六
大
学
の
中
で
も
い
ち
ば
ん
あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
」
。
そ
れ
で
「
そ
う
い
う
方
面
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
方
は
よ
く
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
以
外
の
方
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
」
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
一
九
九
七
年
八
月
）
。
特
色
は
、
そ
の
ま
ま
に
偏
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
書
カ
ー
ド
を
抜
き
取
っ
て
「
閲
覧
禁
止
措
置
」
を
と
る
←
ように配慮していたのであった（同書、二九頁）。
井「法大図書館史』。
他
大
学
図
書
館
に
先
駆
け
て
、
法
政
大
学
図
書
館
が
市
民
へ
の
公
開
を
日
曜
開
館
の
形
で
自
主
的
に
実
施
し
た
の
は
、
館
員
の
総
を
と
る
が
、
そ
れ
ら
の
文
献
は
書
庫
の
一
隅
に
配
置
し
、
研
究
者
に
は
閲
覧
で
き
る
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意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
竹
内
賀
久
治
総
長
体
制
か
ら
の
脱
出
、
す
な
わ
ち
「
軍
国
主
義
教
育
体
制
の
廃
止
」
を求めて、文学科の鈴木幹人（のち本学文学部教授）、法律学科の佐藤康二（のち本学理事）などを含む学生たちが、
｜
週
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
の
は
、
一
九
四
五
年
一
一
月
一
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
要
求
の
中
に
は
「学生・教授代表による大学運営会議の設置」が掲げられていた。曰曜公開制度は、学園民主化を求める全学ス
ト
の
雰
囲
気
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
い
た
。
「
図
書
館
内
部
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
（
学
園
民
主
化
運
動
）
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
今
後
の
図
書
館
運
営
上
の
こ
と
に
関
し
、
連
日
に
わ
た
っ
て
館
員
会
議
が
開
か
れ
て
い
た
」
の
で
あ
る
。
「
日
曜
公
開
の
実
施
が
提
出
さ
れたのも館員会議の討論のなかから」であった（酒井『法大図書館史』。
こ
こ
で
、
井
本
健
作
図
書
館
長
の
存
在
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
も
、
酒
井
「
法
大
図
書
館
史
」
が
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
井
本
に
は
、
法
政
大
学
予
科
の
教
授
と
な
る
以
前
に
成
田
中
学
の
英
語
の
教
師
を
し
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
一
九
○
二年（明治一一一四年）前後のことである。そこで、井本は、漱石門下生であった鈴木一一一重吉（童話作家、『赤い鳥』の
創
刊
者
）
の
同
僚
と
な
り
、
成
田
山
の
石
川
照
勤
僧
正
の
図
書
館
理
念
と
、
石
川
が
創
設
し
た
成
田
図
書
館
の
運
営
に
触
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
成
田
図
書
館
は
、
私
設
の
市
民
に
公
開
さ
れ
た
図
書
館
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
開
架
制
、
館
外
貸
し
出
し
、
夜
間
開
館
などの意欲的な運営が試みられていた。竹林熊彦の『図書館物語」（東亜印刷刊、一九五八年）の「成田図書館の成
長
」
と
さ
れ
た
部
分
に
、
成
田
中
学
教
頭
・
鈴
木
三
重
吉
の
名
と
同
中
学
教
諭
・
青
木
（
井
本
）
健
作
の
名
が
出
て
く
る
こ
と
を
酒
井
は
指
摘
し
て
い
る
。
法
政
大
学
図
書
館
の
戦
後
の
開
館
準
備
期
に
お
け
る
「
館
員
会
議
」
に
お
い
て
、
館
長
の
井
本
が
、
石
川
照
勤
の
市
民
図
書
館
論
と
成
田
図
書
館
運
営
の
実
例
を
館
員
に
伝
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
充
分
に
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
日曜公開制度実施にいたる法政大学図書館内部の経過が以上であったとすれば、そこに日本図書館史における
市民図書館の経験が含まれていたであろうことを推察できるのであるが、日曜公開制度実施の背景には、私立大
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学
図
書
館
の
歴
史
に
お
け
る
、
大
学
図
書
館
の
市
民
へ
の
公
開
に
つ
い
て
の
、
戦
前
に
お
け
る
、
あ
る
一
つ
の
実
践
例
も
控
え
て
い
れている（片山「明治大学図書館史』九頁）。
法
政
大
学
図
書
館
内
部
の
作
業
と
し
て
酒
井
「
法
大
図
書
館
史
」
が
作
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
明
治
大
学
に
お
い
て
も
、
そ
の
図
書
館
史
が
、
図
書
館
職
員
に
よ
る
図
書
館
内
部
の
作
業
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
先
に
見
た
、
片
山
『
明
治
大
學
図
書
館
史
』
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
明
治
大
学
図
書
館
に
お
い
て
、
今
世
紀
の
初
頭
、
一
九
一
○
年
代
か
ら
一
九
二
○
年
代
へ
か
けて十数年間、｜股市民に対して「借覧料（金三銭）」を課する有料公開制度が実施されていたとする記述がなさ
た
０ 篝鑿i皇，職,い“
艀護蕊 議蕊蕊溌議轤欝鞠 ■■」
1蕊ililli蕊iiii蕊'1篝蕊iiiiiiiiiiiiZjiiiii 瀞■
liiiiliillli1iillllllU''1Ll1lilililllllllilllllll 
Ar：大倣本敬育;会'i=(li”(聯鐵‘》鍵物);魂･在'j鍍簡会鹸勿嶋所
Ｂ：魂111;の共立女鞭瀞:猟|の蝿iijiL
帝国教育会所在地
明
治
大
学
図
書
館
に
お
け
る
有
料
公
開
制
度
の
実
施
は
、
同
図
書
館
に
お
け
る
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
文
庫
」
の
受
け
入
れ
を
機
会
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
ボ
ア
ソ
ナ
ード文庫」の「創立概則」には、「衆人ノ閲覧一一供シ…世ノ便益ヲ謀ラン
ト
ス
」
と
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
明
治
大
学
図
書
館
と
し
て
は
、
同
文
庫
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
「
急
邊
図
書
館
規
則
を
作
成
」
し
、
市
民
へ
の
公
開
を
制
度
化
し
た
の
で
あ
っ
た
（
片
山
『
明
治
大
学
図
書
館
史
』
同
頁
）
。
と
こ
ろ
で
、
明
治
大
学
図
書
館
史
に
お
け
る
有
料
公
開
制
実
施
の
経
過
に
は
、
法
政大学図書館史との接点があった。「ボアソナード文庫」は、’八八九年
に
、
東
京
法
学
校
と
東
京
仏
学
校
が
協
力
し
、
東
京
法
学
校
の
教
頭
で
あ
っ
た
ギ
ュ
ス
タ
フ
・
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
フ
ラ
ン
ス
帰
国
の
機
会
に
彼
を
記
念
す
る
趣
旨
で
募
金
し
創
設
さ
れ
た
文
庫
で
あ
っ
た
。
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
文
庫
」
が
創
設
さ
れ
た
年
に
東
京
156 
Hosei University Repository
ちなみに、明治大学図書館における「ボアソナード文庫」は、関東大震災で焼失し、同時に、市民への公開制
度
も
廃
止
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
桜
田
蓉
子
「
大
学
令
と
明
治
大
学
図
書
館
」
、
梅
花
女
子
大
学
『
開
学
三
十
周
年
記
念
論
文
集
』
一
九
九
者
・
酒
井
勇
二
は
、
「
受
け
入
れ
態
勢
と
か
が
な
く
γ
九
九
七
年
八
月
）
。
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
法政大学が、図書館設立の遅れから「ボアソナード文庫」を受け入れる場になれなかったという以上の経過は、
もし、同文庫が法政大学に収まっていれば関東大震災で焼失することはなかったであろうという意味においても、
法政大学図書館史における残念な一頁となっている。その経緯について詳しくは、本書第一章の記述を参照され
法
学
校
と
東
京
仏
学
校
が
合
併
し
て
和
仏
法
律
学
校
と
な
っ
た
が
、
法
政
大
学
の
前
身
で
あ
る
和
仏
法
律
学
校
に
は
、
設
立
当
初
、
図書館どころか図書室すらなかった。それで、『東京法学校雑誌」における呼び掛けによって二六九七円五○銭の
寄付金を集めて創設された「ボアソナード文庫」であったが、まずは、大日本教育会付属書籍館に「委託」され
ることになったのである。一一一一一四七冊（仏語原書三六七冊）と文部省に報告されたことのある「ボアソナード文庫」
は、さらに、その後、一九二年に、帝国教育会（大日本教育会）付属書籍館が地域図書館に移行する際に、法政
大
学
に
戻
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
明
治
大
学
に
「
移
管
」
さ
れ
た
。
こ
の
段
階
で
も
、
和
仏
法
律
学
校
法
政
大
学
に
は
、
ま
だ
、
図
書館と呼べる施設はなく、二○席ほどの閲覧室があるだけであった。以上の経過を調べた「怯大図書館史」の筆
者・酒井勇二は、「受け入れ態勢とかがなくて、明治に行ったんだと思いますね」と語っている（ヒアリング、一
第二次世界大戦後、法政大学図書館が真っ先に日曜公開という形で大学図書館の市民への公開制度を採用した
背景には、以上のような、明治大学図書館史の一頁が、法政大学図書館史の残念な一頁とともに、私立大学図書
た
い
。
五年三月）。
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私
立
大
学
の
戦
後
復
興
期
の
日
々
は
、
戦
前
の
日
本
社
会
に
お
い
て
築
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
私
大
に
お
け
る
高
等
教
育
の
場
と
し
て
の
社
会
的
な
実
績
を
、
継
承
し
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
関
係
者
の
懸
命
な
努
力
が
払
わ
れ
た
口
々
で
あ
っ
た
。
戦
後
直
後
期
の
法
政
大
学
図
書
館
の
日
常
業
務
の
担
当
者
の
回
想
に
、
そ
の
よ
う
な
当
時
の
状
況
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
は
、
’
九
四
五
年
一
館史としてあったのである。戦争が終わってわずか四ヶ月の時点で開始された法政大学図書館の曰曜公開は、そ
れ
が
法
政
大
学
図
書
館
の
関
係
者
に
ど
れ
だ
け
自
覚
さ
れ
て
い
た
か
は
別
と
し
て
、
私
立
大
学
図
書
館
史
の
二
○
世
紀
初
頭
に
お
け
る
一
頁
の
継
承
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
法
政
大
学
図
書
館
は
、
戦
前
に
お
い
て
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
Ｆ
文
庫
」
の
保
管
者
と
な
ら
な
か
っ
た
が
、
市
民
へ
の
公
開
と
い
う
同
文
庫
の
趣
旨
の
継
承
に
お
い
て
、
戦
後
に
お
け
る
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
文
庫
」
の
精
神
の
受
託継承者になっていたと言えよう。
「私が就職したときは、閲覧のほうの関係で、夜の閲覧をしていまして、酒井さんのにもちょっと書いてあり
ま
す
が
（
「
法
大
図
書
館
史
』
）
、
当
時
は
食
糧
難
、
住
宅
難
、
衣
料
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
電
力
状
況
も
非
常
に
悪
う
ご
ざ
い
ま
し
て
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
停
電
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
関
係
で
、
夜
開
館
を
し
て
も
、
す
ぐ
停
電
で
、
酒
井
さ
ん
の
年
史
（
『
法
大
図
書
館
史
」
）
を
見
ま
す
と
、
ロ
ウ
ソ
ク
を
そ
れ
ぞ
れ
学
生
に
配
っ
て
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
あ
か
り
で
も
っ
て
読
書
を
し
た
と
書
い
月から図書館員として業務を担当していた川本清の談話である（ヒアリングの時点は一九九七年二月）。
三
、
戦
後
復
興
期
の
図
書
館
業
務
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「
日
曜
公
開
は
、
大
学
の
学
生
を
相
手
に
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
一
般
社
会
人
を
相
手
に
と
い
う
の
が
主
目
的
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
社
会
人
で
来
ら
れ
た
方
が
一
人
か
二
人
し
か
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
際
に
混
む
の
は
、
試
験
期
な
ん
で
す
よ
ね
。
学
生
（
法
政
の
学
生
）
が
利
用
す
る
。
そ
れ
か
ら
お
隣
の
嘉
悦
の
女
子
学
生
が
よ
く
利
用
し
ま
し
た
。
」
「
も
う
一
つ
も
う
し
あ
げ
て
お
き
た
い
の
は
、
…
私
立
大
学
の
図
書
館
協
議
会
、
…
そ
こ
が
中
心
に
な
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
出
納
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る
も
の
に
、
特
別
配
給
。
…
協
会
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
何
か
に
要
求
を
い
た
し
ま
し
て
、
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
さ
つ
ま
い
も
の
お
餅
状
に
し
た
も
の
、
も
う
真
っ
黒
な
お
餅
で
し
た
。
そ
い
う
も
の
を
配
給
と
し
て
受
け
た
こ
と
も
ご
ざ
い
日曜開館の実態については、有料公開であったため、入館料についての報告文書が残っている（白昭和二十一年
十月／至同二十七年十月『図書館稟議書類綴」による）。それによれば、法政大学図書館における日曜開館の実態は以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
入
館
料
変
遷
に
戦
後
イ
ン
フ
レ
の
昂
進
率
が
示
さ
れ
て
い
る
。
自
分
の
体
で
手
を
暖
め
な
が
ら
い
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。
」
ます。」
度でした。」
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
、
夜
の
閲
覧
者
は
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
ま
に
一
人
、
二
人
い
る
程
「
ご
承
知
の
よ
う
に
、
当
時
は
鉄
を
全
部
供
出
い
た
し
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
教
室
と
か
閲
覧
室
と
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
は
ス
チ
ー
ム
の
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
が
な
い
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
冬
で
も
本
当
に
何
も
な
い
、
火
の
気
の
一
つ
も
な
い
と
こ
ろ
で
も
っ
て
、
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名
称
入
館
料
納
入
金年
度昭和
二
一
年
一
昭
和
一
三
年
昭
和
二
五
年
一
昭
和
二
六
年
［
昭
和
二
七
年
一
（納入金の月別内訳）
年
度
昭
和
二
一
年
昭
和
二
二
年
昭和二一一一年
昭
和
二
四
年
五円。
昭
和
二
七
年
一○［
日
曜
公
開昭和
一
二
年
度
六一一一○円（回数券三八○円）。’
四七九五円（回数券収入六○○円）。
五
九
○
円
（
回
数
券
収
入
八
○
円
）
。
納
入
金
と
内
訳
五
一
六
円
八
○
銭
。
入
館
者
数
、
三
七
七
名
。
一一七一円。公開回数、三四回。
’一一円。回数券発行、一二回券一一一○円。
日
曜
出
勤
弁
当
代
改
訂
、
五
○
円
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
二
五
円
。
入館料（法政大学学生からも徴収）
三
○
銭
。
四
月
よ
り
九
月
ま
で
。
十
月
分
よ
り
五
○
銭
に
改
正
。
’○円。 円０ 
昭
和
二
五
年
度
昭
和
二
七
年
度
四
二
名
。
開
館
回
数
、
四
二
回
。
【以降中止】
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閲
覧
図
書
内
訳
（
昭
和
入
館
者
内
訳
（
昭
和
【
男
性
内
訳
】
教
員
、
三
名
。
官
吏
、
九
名
。
会
社
員
、
弁
護
士
、
一
五
名
。
無
職
、
’
三
名
。
其
ノ
他
、
【女性内訳】学生、三○○名。其ノ他、一一名。
【男性】
総
類
雑
書
四
○
月一月
二
月一月
二
月
三
月
九
月
五
月
六
月
七
月
四
月
八
七
五
名
四
七
円
五
○
銭
（
九
五
名
）
四五円（九○名）
｜｜円七○銭（三九名）
’一円四○銭（三八名）
二四円六○銭（八一一名）
三○円一一一○銭（’○一名）
三七円八○銭（’’’六名）
五
五
円
五
○
銭
（
’
二
名
）
五一円五○銭（’○三名）
九
円
五
○
銭
（
七
九
名
）
六年度）
四
冊 年度） 円
〆￣､【女性】芸 四名）
術 ○
二
名
○
六
○
円
九
五
○
円
○
冊
八
八
○
円
七
七
○
円
四
四
五
円
四
四
○
円
六
○
円
六
五
円
○
円
五円 五円
計
経
名名
｡｡ 
七
七
名済 五
○
円
四○円（四回）
【以降中止】
学
生
、
八
○
円
／￣､ ／￣へ
冊 回
、－－
回
、－〆
名
○ 
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法
政
大
学
図
書
館
に
お
け
る
に
日
曜
開
館
の
実
験
は
、
’
九
四
五
年
一
二
月
か
ら
一
九
五
一
一
年
六
月
ま
で
の
六
年
六
ヶ
月
続
け
ら
れ
た
。
そ
の
業
績
を
一
九
五
○
年
時
点
で
と
ら
え
、
開
館
回
数
で
見
る
と
年
間
で
四
二
回
、
利
用
者
数
で
見
る
と
年
間
で
一
一
四
一
一
名
、
平
均
で
一
回
当
た
り
一
一
七
名
の
入
館
者
と
な
っ
て
い
る
。
酒
井
「
法
大
図
書
館
史
』
の
概
括
的
な
記
述
を
裏
付
け
る
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
一
九
五
○
年
が
、
日
曜
開
館
制
度
の
利
用
度
が
高
ま
っ
た
頂
点
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
日
曜
開
館
が
中
止
に
な
る
直
前
の
一
九
五
一
一
年
四
月
の
記
録
で
は
、
三
回
開
い
て
入
館
料
金
の
計
が
一
一
○
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
段
階
で
、
入
館
料
は
一
人
一
○
円
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
月
は
三
回
開
い
て
利
用
者
が
一
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
当
時
を
知
る
館
員
が
、
特
定
の
利
用
者
が
「
｜
人
か
二
人
」
で
あ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
な
の
で
あ
る
。
｜
般
市
民
の
利
用
を
期
待
し
た
日
曜
開
館
で
あ
っ
た
が
、
開
館
直
後
の
一
九
四
六
年
で
見
れ
ば
、
利
用
者
総
数
二
七
七
名
の
九
五
％
が
学
生
と
な
っ
て
い
る
。
男
子
学
生
に
限
る
と
、
利
用
者
総
数
の
約
七
○
％
と
な
る
。
男
子
学
生
の
多
く
が
法
政
大
学
の
学
生
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
日
曜
公
開
制
度
は
、
主
に
、
法
政
大
学
の
学
生
が
法
政
大
学
図
書
館
を
有
料
で
利
用
す
る
日
曜
開
館
制
度
で
財理 哲
学
宗
教
神
道
教
育
語
学（内、洋書・二冊）
政学
六
三
冊
二
○
冊
一四冊
四
三
冊
一九冊
一三冊
法社地 歴史
伝
記
地
理
工
学
一
四
冊
政
拾
二
五
冊
（内、洋書・四冊）
会
八
六
冊
律
四
四
七
冊
一七九冊
産
業
五
一
冊
商
業
六
七
冊
文統
（内、洋書・二冊）
学計
二
一
冊
四二一一一冊
一
八
冊
１６２ 
Hosei University Repository
日
曜
公
開
の
実
態
が
、
ほ
と
ん
ど
法
政
大
学
の
学
生
の
た
め
の
日
曜
開
館
に
な
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
自
大
学
の
学
生
か
ら
閲
覧
料
を
徴
収
す
る
特
別
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
日
曜
公
開
制
度
の
一
九
五
二
年
六
月
以
降
の
「
中
止
」
は
、
利
用
者
数
の
減
少
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
｜
曰
数
人
分
の
利
用
料
金
と
、
出
勤
し
た
複
数
の
館
員
に
支
給
さ
れ
る
弁
当
代
と
の
比
較
が
、
も
っ
と
も
直
接
的
な
「
中
止
」
の
理
由
に
な
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
’
九
四
八
年
に
館
員
と
な
り
、
野
上
総
長
時
代
の
法
政
大
学
図
書
館
を
知
っ
て
い
る
数
少
な
い
一
人
で
あ
る
関
栄
司
は
、
日
曜
公
開
が
「
好
評
」
で
あ
れ
ば
、
若
い
館
員
は
「
そ
れ
な
ら
と
い
う
感
じ
に
な
る
は
ず
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
来
て
も
（日曜出勤しても）、一一人、’’一人がバラバラというのでは、無理して来てもという感じになりますよ。お腹は空く
し
、
金
は
安
い
し
…
」
と
い
う
の
が
、
当
時
の
館
員
の
率
直
な
感
想
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
関
は
、
こ
う
も
述
べ
る
。
日
曜
公
開
の
告
知
・
宣
伝
は
、
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
か
っ
た
。
入
口
の
と
こ
ろ
に
「
本
日
曰
曜
開
館
」
と
い
う
小
さ
な
看
板
を
出
す
だ
け
で
あ
っ
た
。
日
曜
公
開
の
意
図
と
運
営
実
態
と
の
間
に
距
離
が
あ
っ
た
。
「
ど
こ
ま
で
一
貫
し
て
や
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
」
が
あ
っ
た
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
学
年
末
試
験
期
で
あ
る
二
月
に
利
用
者
が
激
増
し
て
い
る
実
態
、
あ
る
い
は
、
一
九
四
六
年
度
の
実
績
で
あ
るが、閲覧図書の部類で法律関係が最上位となっている実態からして、日曜公開が、実は法政大学の学生のため
関
栄
司
の
回
顧
に
は
、
日
曜
開
館
の
経
験
以
外
に
も
、
戦
後
復
興
期
に
あ
っ
た
法
政
大
学
図
書
館
の
状
態
を
う
か
が
わ
せ
る
発
言
の
幾
つ
か
が
あ
る
。
の
日
曜
開
館
に
な
っ
て
い
た
事
実
は
否
め
な
い
。
（ヒアリング、一九九七年一一月）。
「私が入ったとき（一九四八年）、全部館員を集めても九人です…」。
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「図書館というのは本を保存しておくところで、見たい人に…それを見せる。そういうものだったのが、…図
書館はサービスする。閲覧というのはサービスで、サービスが図書館の活動だというふうになるんですね。」
「これはアメリカなどのいろいろな影響もあったんだろうと思うんですけれども、それで図書館間の交流がで
きていきますね。…私大図書館協会とか、そういうところで勉強会が始まるんですね。」
「大学図書館も司書の資格が必要だというのは、おそらくその頃からだと思う。…ＩＣＵの館員が一人アメリ
カに行ったんだろうと思うんです。向こうからそういうレファレンスサービスという知識を得てきまして、私大
の図書館のなかでレファレンス分科会というのができました。それで毎月一回集まって、大規模な大学で、十数
校だと思いますけれども、レファレンス関係の勉強会が始まるわけです。」
「図書館というのは利用者へのサービスが基本なんだというところから、そういう動きが出てきたんだろうと
思うんですね。そのあとで、ユニオンカードとか、いろいろな問題に発展してくると思うんですけれども。です
から、’九五三年ぐらいから、図書館がグッと変わってきた。戦前のそれから、グッと変わってきた。その最初
大学図書館員に特有な自己認識の方法がある。蔵書の内容や性格よりも蔵書の冊数で大学図書館の「格付け」
を行なう方法である。図書館の職務に専門職としての自覚と誇りを感じている館員としては、職務本能において
他大学図書館との比較をせざるをえないのであろう。関の場合も、そのような視角における法政大学図書館の位
置付けを見せている。
の
と
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
」
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さ
れ
る
、
他
私
大
、
と
く
に
同
規
模
他
私
大
と
の
乢
味
に
お
い
て
不
可
欠
な
状
勢
把
握
な
の
で
あ
っ
た
。
曰
本
図
書
館
協
会
発
行
の
『
日
本
の
図
書
館
』
各
年
版
に
は
、
か
な
り
網
羅
的
な
各
私
立
大
学
図
書
館
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
が
発
表されている。’九五○年代前半を見れば別表（二九五○年代前半の私立大学図書館蔵書数一覧」）のごとくである。
早稲田大学図書館を百万冊図書館とするのは、明らかな過大評価であったが、私大図書館の規模別順位把握は、
当
時
、
図
書
館
員
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
的
確
に
な
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
戦後復興期の法政大学図書館は、戦後インフレの時期にあって、故人となった教員の遺族に対する経済的支援
の
意
味
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
蔵
書
数
の
確
保
を
、
個
人
蔵
書
の
獲
得
と
い
う
方
法
で
図
っ
て
い
た
。
そ
の
際
、
図
書
の
搬
入
は、図書館員が先方に赴き、書籍数千冊をりんご箱に入れてシートを掛け、そのまま館員がトラックの上乗りを
して帰って来る方法をとった場合もあったという（前掲、関栄司の談による）。「一一一○万冊図書館」の自負が、館員
各
大
学
が
発
表
す
る
蔵
書
数
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
図
書
館
固
有
の
数
え
方
に
よ
る
概
数
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
確
実
な
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
図
書
館
員
が
も
っ
と
も
良
く
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
大
学
間
の
比
較
と
な
る
と
、
統
一
さ
れ
た
基
準
が
な
く
、
き
わ
め
て
大
掴
み
な
把
握
し
か
で
き
な
い
こ
と
も
、
図
書
館
員
が
充
分
に
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
で
な
さ
れ
る
、
他
私
大
、
と
く
に
同
規
模
他
私
大
と
の
比
較
は
、
図
書
館
員
に
と
っ
て
日
常
業
務
の
上
で
の
仕
事
の
目
標
設
定
と
い
う
意
「
当
時
の
私
大
図
書
館
で
ア
シ
と
思
っ
た
の
は
、
早
稲
田
で
す
。
当
時
、
あ
そ
こ
は
一
○
○
万
以
上
待
っ
て
い
た
と
思
う
ん
で
す
ね（当時の関係者の説明による１関）。…昔の旧制大学の図書館で一○○万以上持っているという図書館はそんなに
ないと思うんです。国立でも京都と東京ぐらいじゃないでしょうかね。でも、早稲田は持っていたんですね。と
ころが、あとは、うちが三○万ぐらいでしょうか。明治でも、慶応でもそんなになかったと思いますけれどもね。」
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な
お
、
一
九
五
二
年
に
中
止
さ
れ
た
日
曜
公
開
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
短
時
曰
で
あ
っ
た
が
、
日
曜
開
館
と
し
て
復
活
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
の
は
、
こ
れ
も
当
時
の
図
書
館
員
で
あ
っ
た
西
沢
弘
喜
で
あ
る
。
山
村
喬
館
長
か
ら
館
員
に
「
ぜ
ひ
日
曜
に
開
館
し
て
く
れ
と
い
う
要
望
」
が
あ
り
、
組
合
の
役
員
を
し
て
い
た
西
沢
が
館
長
提
案
を
了
承
す
る
代
わ
り
に
残
業
手
当
の
配慮を要望をしたという（ヒアリング、一九九七年一一月）。二度目の日曜開館は、一九五○年代後半の一時期であ
り
、
二
部
の
学
生
の
要
望
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
日
曜
開
館
は
、
「
八
○
年
館
」
図
書
館
の
開
館
以
降
、
期
末
試
験
期
に
限
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
制
度
化
さ
れ
定
着
し
て
い
る
。
社
会
人
へ
の
開
放
も
、
新
設
多
摩
図
書
館
の
開
館
以
降
、
地
域
社
会
へ
の
開
放
施
策
と
し
て
、
貸
し
出
し
を
ふ
く
め
て
実
施
さ
れ
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
「
全
国
の
私
立
大
学
中
、
最
も
戦
災
被
害
の
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
」
状
態
か
ら
戦
後
復
興
を
開
始
し
た
の
が
慶
應
義
塾
大
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
被
害
の
状
況
は
、
伊
東
弥
之
助
著
「
慶
応
義
塾
図
書
館
史
』
（
慶
応
義
塾
大
学
三
田
情
報
セ
ン
タ
ー
、
一
九
に
そ
の
よ
う
な
荒
仕
事
を
遂
行
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
各
々
の
私
立
大
学
の
戦
後
復
興
の
経
過
は
多
様
で
あ
り
、
そ
の
多
様
さ
の
中
に
、
各
々
の
私
立
大
学
の
特
徴
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
多
様
さ
の
中
か
ら
法
政
大
学
図
書
館
の
戦
後
復
興
の
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
慶
応
義
塾
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
明
治
大
学
、
専
修
大
学
、
の
戦
後
復
興
過
程
の
特
徴
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
慶
応
義
塾
大
学
の
場
合
四
、
各
私
大
図
書
館
の
戦
後
復
興
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七一一年）によれば、「三田山上は鉄筋コンクリートの建物を残して、全部被害をうけた」のであり、「ことに廃嘘
の感を深くしたのは煉瓦造りの大講堂と図書館であった」と記録されている。ただし、「書庫の火は屋根一黒で食い
止
め
、
新
書
庫
お
よ
び
旧
書
庫
の
四
階
か
ら
地
階
に
至
る
図
書
は
無
事
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ま
さ
に
「
不
幸
中
の
幸
い
」
で
あ
った（『慶応義塾図書館史』’八三頁）。なお、『慶応義塾図書館史」も、『法政大学図書館史』や『明治大学図書館
史
」
の
場
合
と
同
様
に
、
同
大
学
図
書
館
の
内
部
作
業
と
し
て
館
員
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
慶
応
義
塾
大
学
の
復
興
は
、
「
私
立
学
校
建
物
戦
災
復
旧
貸
付
金
」
な
ど
の
援
助
を
受
け
て
一
九
四
七
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
際、「多くの場合、本部をさきにするとか、収入源の校舎を優先的に考えるのが普通である」のに、慶応義塾大学
に
お
い
て
は
「
施
工
の
第
一
着
手
は
図
書
館
の
復
旧
工
事
で
あ
っ
た
」
経
過
が
強
調
さ
れ
る
。
「
戦
災
を
う
け
た
学
校
中
、
一
番
さ
き
に
図
書
館
か
ら
手
を
つ
け
た
大
学
が
外
に
あ
る
だ
ろ
う
か
」
と
す
る
自
負
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
慶
応
義
塾
大
学
に
お
い
て
「
図
書
館
の
建
物
は
前
々
か
ら
義
塾
の
象
徴
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
」
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
「
野
村
（
兼
太
郎
）
館
長
は
大
学
の
生
命
は
図
書
館
に
あ
り
と
主
張
し
て
い
た
」
の
で
あ
り
、
そ
の
「
研
究
優
先
、
教
育
次
善
」
の
考
え
方
が
貫
か
れ
、
ま
ず
は
図
書
館
復
興
となったのであったとされている（『慶応義塾図書館史」一九一～’九二頁）。
慶応義塾大学は、占領体制下ならではの貴重な経験をしている。それは、’九四三年に一一一井信託から購入した
イ
ギ
リ
ス
人
新
聞
記
者
の
個
人
文
庫
が
そ
の
新
聞
記
者
に
よ
っ
て
返
還
を
求
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
当
時
の
担
当
者
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
大
学
史
の
執
筆
者
は
、
「
図
書
館
に
お
け
る
終
戦
処
理
期
間
中
の
最
も
不
愉
快
な
仕
事
」
で
あ
っ
た
と
回
顧
し
て
い
る
（
同
『應義塾図書館史』’九五頁）。
慶
応
義
塾
大
学
が
空
襲
を
受
け
た
の
と
同
じ
曰
の
一
九
四
五
年
五
月
二
六
日
、
早
稲
田
大
学
も
同
じ
よ
う
に
焼
夷
弾
攻
撃
を
受
け
、
早
稲
田
大
学
の
場
合
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いた」と記録されている（『明治大学百年史」第四巻・通史編Ⅱ、明治大学百年史編纂委員会、一九九四年、四一四頁）。
そ
の
明
治
大
学
に
お
い
て
は
、
教
室
棟
の
再
建
工
事
が
よ
う
や
く
一
九
四
八
年
に
い
た
っ
て
計
画
さ
れ
、
「
新
制
大
学
の
発
足
ま
で
明治大学の本格的復旧工事は行われていなかった」（同『明治大学百年史」第四巻、四一五頁）とされている。図書館
棟についても、新制大学発足時まで、手つかずの状態にあった模様である。「大明治建設計画書」が発表されて、
「
名
実
と
も
に
私
学
の
王
座
に
向
か
っ
て
突
進
す
る
こ
と
」
が
う
た
わ
れ
た
の
は
一
九
四
七
年
二
月
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
初
め
て
「
将
来
新
館
（
駿
河
台
）
わ
き
の
用
地
に
大
図
書
館
を
建
て
真
に
国
際
図
書
館
と
し
て
誇
る
に
足
る
も
の
を
建
設
し
た
い
」
と
す
る
終
戦
後
の
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
お
け
る
最
初
の
業
務
は
、
蔵
書
の
疎
開
作
業
の
中
止
で
あ
り
、
貴
重
図
書
の
疎
開
先
か
ら
の
引
き
取
り
で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
、
戦
争
終
結
の
そ
の
曰
に
「
疎
開
事
務
打
ち
止
め
」
の
指
示
が
な
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
完了していた疎開図書の梱包を解く作業が開始されることになった。終戦の「玉音放送」があったのは、八月一
五日の正午であったが、同図書館の日誌には「十時、疎開事務打ち止めの命を聞く（館長）」と記されている。早
稲田大学図書館は、終戦の公式発表にさきがけて戦後復興過程に足を踏み入れていたのである。八月二七日には、
疎開中の国宝三点（「礼記」『玉篇』『東大寺文書』）の疎開先からの引き取りがなされた。閲覧業務再開は、一九四
恩賜館全焼などの被害があったが、本部、図書館などは罹災をまぬがれた。しかし、その後、しばらく休館とな
った（『早稲田大学図書館史１資料と写真で見る一○○年－』早稲田大学図書館、’九九○年、六三頁）。
五
年
九
月
二
日
で
あ
っ
た
（
同
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
史
」
六
五
頁
）
。
都心の明治大学においても、戦災の被害から免れることはなかったが、戦災の被災度は、全焼を一○○パーセ
ン
ト
と
す
れ
ば
、
各
校
舎
・
各
キ
ャ
ン
パ
ス
を
通
じ
て
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
っ
た
。
「
授
業
再
開
に
足
る
校
舎
は
確
保
さ
れ
て
明
治
大
学
の
場
合
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以
上
に
見
た
よ
う
な
都
心
に
あ
る
他
私
立
大
学
の
復
興
過
程
と
の
比
較
で
法
政
大
学
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
は
、
第
二
次
大
戦
終
了
後
の
法
政
大
学
の
立
ち
上
が
り
が
、
図
書
館
の
開
館
を
含
め
て
、
か
な
り
早
い
例
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
戦
時
体
制
下
の
閲
覧
禁
止
図
書
の
解
禁
を
求
め
る
学
内
の
要
望
が
強
か
っ
た
こ
と
と
、
い
ち
早
く
そ
の
要
望
に
図
書
館
側
が
応
え
る
態
勢
を
と
っ
た
こ
と
が
、
法
政
大
学
図
書
館
復
興
作
業
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
復
興
過
程
に
は
、
戦
前
の
日
本
社
会
に
お
け
る
図
書
館
史
の
多
様
な
営
み
の
継
承
が
、
日
曜
開
館
制
度
の
試
行
と
し
て
、
自
ず
と
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
大
学
と
同
じ
く
都
心
に
位
置
し
て
い
た
専
修
大
学
で
あ
っ
た
が
、
校
舎
は
「
焼
跡
の
な
か
に
ほ
と
ん
ど
無
傷
で
建
っ
て
い
た
」
。
ま
た
、
図
書
は
「
軽
井
沢
と
箱
根
の
学
寮
に
疎
開
」
し
て
あ
っ
た
。
し
か
し
、
登
校
す
る
学
生
が
「
ご
く
わ
ず
か
」
で
あ
っ
た
た
め
、
「
二
十
年
中
は
実
質
的
に
休
学
状
態
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
四
五
年
一
二
月
か
ら
翌
年
の
一
月
に
か
け
て
は
、
「
交
通
関
係
及
び
食
料
事
情
」
に
よ
り
臨
時
休
校
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
授
業
が
正
常
化
さ
れ
た
の
は
一
九
四
六
年
四
月
の
新
学
期
か
ら
で
あ
っ
た
。
図
書
館
が
再
開
さ
れ
た
の
は
新
学
期
開
始
直
前
の
三
月
で
あ
っ
た
（
「
復
員
学
生
続
々
・
焦
土
の
大
學
に
灯
を
と
も
す
」
抱
負
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
同
『
明
治
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
、
四
四
九
頁
）
。
明
治
大
学
に
お
い
て
、
中
央
図
書
館
の
建
設
が
具
体
化
し
た
の
は
、
’
九
五
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
関
東
大
震
災
以
来
の
悲
願
の
達
成
と
な
っ
た
（
同
「明治大学百年史』第四巻、五八一頁）。明治大学図書館は、’九一二年の関東大震災で、「ボアソナード文庫」を含
む
蔵
書
と
と
も
に
図
書
館
本
体
を
全
焼
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
『
専
修
大
学
一
○
五
年
』
専
修
大
学
、
’
九
八
四
年
、
所
収
）
。
専
修
大
学
の
場
合
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の一一一館の関係者であった。東京私立大学図書館協議会は、’九三七年に全国私立大学図書館協議会となり、その
後、私立大学図書館協議会となって終戦を迎えた。私立大学図書館協議会となってからの最初の総会が一九四六
年の第七回総会であった。’九四九年、学制改革で新制大学が発足するとともに加盟校の急速な伸びを見て、’
九五六年段階で「全国大学図書館の三分の一一を包含」するに至ったとされている。以下、「私立大学図書館協会史」
（私立大学図書館協会発行、一九五六年）による。
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第七回総会（戦後第一回）’九四六年七月、高野山大学にて。
中
央
大
学
「
最
近
に
お
け
る
図
書
入
手
の
院
路
を
如
何
に
し
て
克
服
せ
ら
れ
つ
つ
あ
り
や
に
つ
き
各
館
の
現
況
を
承
り
た
し
。
」
立命館大学「学術図書および優良図書入手の対策」。
関西学院大学「外国図書並びに雑誌を速かに入手し得る様、本大会名をもって進駐軍に請願しては如何」。
私立大学『鰯卦醤：鮪協会奥１
…蓮京麩牢』大｝拳蝋密砺脇箪会より
鏑
十
五
騒
鎚
会
雀
で
…
五
、
大
学
図
書
館
協
会
に
お
け
る
法
大
図
書
館
璽
愈
大
掌
闘
鶏
飽
臘
会
露
私立大学図書館協会史
戦
後
復
興
期
の
私
大
図
書
館
が
抱
え
て
い
た
切
実
な
課
題
は
、
私
立
大
学
図
書
館
協
会
の
年
次
大
会
に
お
け
る
各
大
学
図
書
館
の
次
の
よ
う
な
発
言
と
記
録
者
の
コ
メ
ン
ト
に
端
的
に
示
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
私
立
大
学
図
書
館
協
会
の
前
身
の
東
京
私
立
大
学
図
書
館
協
議
会
は
、
曰
本
図
書
館
協
会
を
母
体
と
し
て
一
九
三
○
年
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
が
、
設
立
時
の
呼
び
か
け
人
と
な
っ
た
の
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
、
明
治
大
学
図
書
館
、
法
政
大
学
図
書
館
、
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ら
十
分
で
な
い
故
、
公
開
は
時
期
尚
早
と
の
結
論
が
あ
っ
た
。
高野山大学「現時における学生生徒の思想傾向並びに各館における読書傾向承りたし」。
｜般の思想傾向は明確ではないが、読書傾向は、哲学・文学が非常に多いとのことであった。
高野山大学「図書館員の待遇改善と現時食料事情に際し、各館館員の執務時間および休暇日数について承りたし」。
各館の事情によって同一ではないが、大体曰曜曰・祝祭日は休館、夏期・冬期両休暇を通じて一ヶ月位
キニー氏から、平和会議の結果領土の所属が確定する迄は変更しない方がよいとの意見が述べられた。
同
志
社
大
学
「
学
園
の
民
主
化
運
動
と
図
書
館
の
役
割
に
つ
い
て
各
大
學
の
現
況
を
承
り
た
し
」
。
第
八
回
総
会
（
戦
後
第
二
回
）
’
九
四
七
年
二
月
、
日
本
大
学
図
書
館
に
て
。
同
志
社
大
学
「
現
今
の
経
済
情
勢
下
に
お
け
る
私
立
大
学
図
書
館
経
費
に
つ
い
て
承
り
た
し
」
。
本
議
題
に
関
し
て
は
、
公
表
出
き
な
い
館
も
あ
り
必
要
な
場
合
希
望
大
学
宛
に
直
接
文
書
で
問
合
わ
せ
る
こ
と
を
申
し
合
同
志
社
大
学
「
大
学
図
書
館
公
開
に
つ
い
て
」
。
本件については、特に来賓のキニー氏（連合国総司令部ＣＩＥ）より発一一一一口、日本政府とＣＩＥとの間で
協
議
中
で
あ
る
か
ら
、
早
晩
何
等
か
の
具
体
策
が
発
表
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
志
社
大
学
「
図
書
分
類
上
に
お
い
て
、
朝
鮮
・
台
湾
・
樺
太
等
の
戦
後
移
動
の
あ
っ
た
地
域
に
対
す
る
地
理
的
区
別
を
、
ど
う
扱
っ
て
よ
い
か
、
各
館
の
実
状
を
承
り
た
し
」
。
わせた。
アメリカ教育使節団の勧告も大学図書館の公開に触れていたが、わが国の現状では自学々生に対してす
の休暇
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慶
応
大
学
図
書
館
「
朝
鮮
・
用
中
〔
〕
は
原
文
の
ま
ま
。
）
慶応大学「図書館と大学研究室・付属学校図書室等の関係（購入・分類・目録）について」。
法
政
大
学
「
稀
観
図
書
目
録
の
交
流
お
よ
び
そ
の
管
理
状
況
に
つ
い
て
」
。
右二議題に関しては、各大学より自学の実状について説明があり、序でに分類目録の寄贈または交換の
日
数
、
勤
務
時
間
は
七
時
Ｆ
間
乃
至
八
時
間
で
へ
夜
間
開
館
を
行
ら
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
か
っ
た
ｐ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
第
九
回
総
会
（
戦
後
第
三
回
）
’
九
四
八
年
一
一
月
、
立
命
館
大
学
中
川
会
館
に
て
。
【協会記］終戦後、あらゆる分野において多くの改革改善がなされたが、教育面に於ても著しい変革が行われ
た。即ち昭和一一十一一年三月一一一十一日に、教育基本法と学校教育法とが公布せられ、次いで公布せら
慶応大学「新制大学設置のため図書館として経営上に具体的な変更を加えられました館あらば、その具体策を」。
同
志
社
大
学
「
新
制
大
学
移
行
に
際
し
、
基
準
的
図
書
館
整
備
の
状
況
（
を
）
承
り
た
い
」
。
今
後
各
校
に
お
い
て
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
を
申
合
わ
せ
た
。
今
後
の
問
題
と
し
て
保
留
と
な
っ
た
。
実行を申合わせた。
れた学校教育法施行規則（で）図書館の設置が義務づけられた。学制の改革に伴って多くの新制
大学が誕生したが、その付属図書館も、新なる衣をつけて新たなる使命に向って進むべきであった。
遺
憾
な
が
ら
大
学
図
書
館
へ
の
明
確
な
指
針
は
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
職
を
奉
ず
る
大
学
図
書
館
員
が
、
決
意
を
新
た
に
し
て
、
諸
多
の
問
題
の
解
決
に
努
力
す
る
姿
は
、
ま
こ
と
に
悲
槍
と
も
思
わ
れ
た
。
館
「
朝
鮮
・
台
湾
・
〔
沖
縄
〕
等
の
分
類
巷
へ
を
な
さ
っ
た
館
あ
ら
ば
そ
の
具
体
的
な
取
扱
ひ
方
を
承
り
た
し
」
。
（
引
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以
上
の
よ
う
な
私
立
大
学
図
書
館
協
議
会
の
戦
後
直
後
期
の
総
会
に
お
け
る
各
私
大
図
書
館
の
発
言
を
見
る
と
、
戦
後
復
興
期
に
お
け
る
法
政
大
学
が
、
戦
争
が
終
わ
る
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
業
務
を
再
開
し
た
だ
け
で
な
く
、
開
館
と
同
時
に
昼
夜
開
館
制
を
と
り
、
法
政
大
学
「
付
属
高
等
学
校
図
書
室
態
勢
を
如
何
に
す
べ
き
か
、
例
を
伺
い
た
い
。
」
立
命
館
大
学
「
私
大
図
書
館
費
の
標
準
的
割
合
の
件
」
予
算
を
公
表
し
か
ね
る
点
も
あ
り
、
そ
の
他
種
々
問
題
が
あ
る
の
で
、
各
大
学
図
書
館
に
提
出
校
よ
り
直
接
照
合
す
る
こ
第
十
回
総
会
（
戦
後
第
四
回
）
’
九
一
法
政
大
学
「
図
書
館
学
科
設
置
の
件
」
同志社大学「新制大学教養学科として図書館学講座開設の有無およびその概況を知りたい」。
法政大学「必須科目としての図書館学講座〔学校司書を中心とせる〕の急速なる実現」。
講
座
科
目
・
単
位
そ
の
他
必
要
事
項
を
調
査
研
究
す
る
た
め
の
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
決
定
、
委
員
校
に
は
議
長
か
ら立教・法政・明治・同志社の各大学が指名された。
慶応大学「調査事項。戦争中および戦後の私立大学図書館」。
提出者より、①経営の概要②蔵書の変化（増加・焼失・寄贈・疎開・其他）③事業（後援会・読書会または指導公開・他
館との連絡）④財政⑤人事の重要なるもの（前館長および現在主要館員）…等に関して調査したき旨依頼あり…。
第
十
回
総
会
（
戦
後
第
四
回
）
’
九
五
○
年
二
月
、
明
治
大
学
記
念
館
に
て
。
各
大
学
（
早
稲
田
、
排
完
成
が
要
望
さ
れ
た
。
とに決定した。
法
政
、
明
治
、
な
ど
七
校
）
に
委
嘱
し
、
出
来
れ
ば
昭
和
二
六
年
度
よ
り
実
施
し
得
る
よ
う
、
調
査
の
1７３ 
Hosei University Repository
大
学
の
正
門
を
入
る
と
、
右
側
に
新
館
が
あ
り
、
突
き
当
た
り
に
第
四
校
舎
（
六
角
校
舎
）
が
あ
り
、
そ
の
向
こ
う
に
第
三
校
舎
（のちの第一校舎）がある。刑務所の設計で有名な建築家が建てた建物と言われる第四校舎も第一一一校舎も、分厚い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
で
固
め
ら
れ
た
四
階
・
五
階
建
て
の
灰
色
の
ガ
ッ
チ
リ
と
し
た
建
物
で
あ
っ
た
。
’
九
二
七
年
に
開
館
し
た
図
書館は第一一一校舎の三階にあった。戦後直後期の法政大学図書館は、第一一一校舎の図書館をそのまま継承していただ
け
で
な
く
、
閲
覧
室
の
雰
囲
気
も
戦
前
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
う
回
想
す
る
の
は
関
栄
司
で
あ
る
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
一
九
九
七
年
一
な
お
、
私
立
大
学
図
書
館
協
議
会
は
、
官
公
私
立
の
大
学
図
書
館
の
社
会
的
法
的
規
準
を
制
定
す
る
動
き
の
中
心
と
な
っ
て
成
果
を
挙
げ
た
。
そ
の
さ
い
、
法
政
大
学
図
書
館
は
、
井
本
館
長
を
先
頭
に
、
常
任
理
事
校
と
し
て
積
極
的
な
取
り
組
み
を
見
せ
た
（
『
法
政大学の戦後五○年」所収の「図書館」を参照）。
月
、－－
０ 
開
館
一
ヶ
月
で
市
民
に
開
放
す
る
日
曜
公
開
制
を
採
用
し
て
い
た
の
は
へ
き
わ
め
て
特
異
な
例
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
戦
後
復
興
期
の
私
立
大
学
図
書
館
の
動
向
が
示
し
て
い
る
の
は
、
占
領
政
策
と
し
て
提
起
さ
れ
る
新
制
大
学
へ
の
転
換
に
先
行
す
る
自
主
的
な
歩
み
と
し
て
の
「
新
生
」
大
学
を
目
指
す
復
興
・
再
建
・
改
革
の
胎
動
で
あ
っ
た
が
、
法
政
大
学
に
お
い
て
、
と
く
に
そ
の
動
き
が
顕
著
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
「
そ
の
第
三
校
舎
の
…
真
ん
中
、
い
わ
ゆ
る
図
書
館
の
一
扉
を
開
け
る
と
館
内
に
入
る
ん
で
す
が
、
両
側
に
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
が
ず
つ
一ハ、
戦
後
の
学
生
生
活
と
大
学
図
書
館
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少
な
い
予
算
で
つ
ら
い
や
り
く
り
）ｎｚｏ 
る
。
図
書
館
に
つ
い
て
、
急上昇するインフレの波に洗われた出版界に比例して、図書館のやりくりも少い予算では青息吐息である。
本年度の図書館費は、五万円というから、製本代、その他を除くと毎月、辛うじて三千円程度の書籍しか購入
学
生
の
側
か
ら
見
る
べ
き
と
こ
ろ
を
見
て
、
戦後復興後の校舎（1952年）
焼け残った第三校舎の一一一階の図書館が、法政大学の学生生活の中でどの
ような位置を占めていたかをうかがわせる記録として「法政大学新聞』の
記
事
が
あ
る
。
戦
後
直
後
の
時
期
、
同
紙
に
、
直
接
、
大
学
図
書
館
に
関
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
例
は
少
な
い
の
で
あ
る
が
、
同
紙
の
復
刻
版
を
見
る
と
、
関
連
記
事
を
含
め
、
戦
後
の
法
政
大
学
の
学
生
生
活
の
中
で
大
学
図
書
館
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
ていたかが多少とも想像がつくのである。たとえば、「読めない学生、読ま
せたい図書館」（一九四七年二月五日付け）と題された次のような記事であ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
見
て
、
衝
く
べ
き
と
こ
ろ
を
衝
い
た
記
事
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
と
あ
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
突
き
当
た
り
が
出
納
台
に
な
っ
て
い
て
、
閲
覧
席
は
両
側
に
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
…
そ
の
感
じ
と
い
う
は
、
も
う
戦
前
の
図
書
館
で
は
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
…
図
書
館
の
感
じ
が
変
わ
っ
て
く
る
の
は
朝
鮮
戦
争
が
終
わ
る
あ
たりくらいではないか。」
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急
げ
予
科
図
書
館
の
復
活
好
評
の
日
曜
公
開
読
書
道
地
に
墜
つ
？
新
制
大
学
へ
の
転
換
を
直
前
に
控
え
た
状
況
に
お
け
る
、
予
科
、
専
門
部
、
を
含
め
た
旧
制
大
学
の
学
生
た
ち
の
大
学
図
書
館
に
他の大学にさきがけて敢行した日曜公開は大いに好評を受けて、毎曰曜に早朝から利用者の足がたえない。
本年十月で一周年を迎えるわけだが開館当初の弁護士、会社員という顔ぶれから昨今はほとんど学生層に移り、
特に女子の利用者が増えてきたのは顕著な変化とみられる。…他に率先して行った業績は大いにたたえられる
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
た
だ
そ
の
意
図
の
中
に
い
さ
さ
か
の
営
利
性
が
み
ら
れ
て
…
学
校
当
局
の
積
極
的
援
助
が
要
望
さ
れ
る
。
毎日平均約九五名、百七○冊の図書が貸出されているが閲覧者の内訳は（｜ヶ月の合計）、教授講師四○名、
学
部
四
○
○
名
、
専
門
部
九
五
○
名
、
予
科
一
三
○
名
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
中
で
、
特
に
、
遠
隔
に
あ
る
予
科
の
生
徒
が
、
百
名以上に達しているのは、注目される。
生
の
希
望
を
み
た
す
に
は
ま
だ
程
遠
い
状
況
で
あ
る
。
できないことになるＣｌ十月に入ってからはｌ「哲学小辞典」『戦争犯罪論」河上肇箸の「自叙伝』等、目ぼしい新Ｉ‐６局ｌ可ｌ
刊を約百廿冊購入したが、ぞくぞくと新刊が発刊される出版界の現況と、新しい知識をを吸収してやまない学
試験期になるときまって六、七件の切り取り犯がつかまる。．：これは学生ホールがないため自然と図書館が
よ
い
休
憩
所
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
騒
々
し
く
な
り
勝
ち
に
な
る
の
は
当
分
や
む
を
得
ず
、
む
し
ろ
健
康
な
学
生
の
安
穏
の
場
所
と
し
て
愛
さ
れ
る
図
書
館
と
な
る
の
も
望
ま
し
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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館
は
、
問
題
関
心
度
別
グ
ル
ー
プ
で
見
れ
ば
Ｃ
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
。
野
上
総
長
体
制
が
大
内
兵
衞
総
長
体
制
に
移
っ
た
と
こ
ろ
で
発
表
さ
れ
た
学
内
の
世
論
調
査
結
果
が
あ
る
（
『
法
政
大
学
新
聞
』
一
九五一年六月一日付け）。「世論研究会調査」として発表されているが、調査方法のデータは示されていない。新制
大
学
生
と
な
っ
た
法
政
大
学
生
を
対
象
に
な
さ
れ
た
四
項
目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
り
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
の
単
純
な
集
計
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
「
学
校
に
望
む
こ
と
」
に
は
、
五
五
五
名
の
学
生
の
回
答
が
集
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
集
計
か
ら
、
次
の
よ
う
な
問
題
関
心
度
別
グ
ル
ー
プ
の
把
握
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
中
で
、
「
図
書
館
の
拡
充
」
を
求
め
る
と
し
て
、
図
書
館
に
関
心
を
示
し
た
学
生
は
は
五
五
五
名
中
の
六
名
で
あ
っ
た
。
図
書
つ
い
て
の
評
価
は
、
｜
応
は
、
「
梅
博
士
の
民
法
原
稿
」
な
ど
貴
重
書
の
保
有
に
、
法
政
大
学
図
書
館
の
蔵
書
の
「
完
備
」
を
誇
る
視
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
引
用
記
事
が
示
す
よ
う
に
、
閲
覧
室
が
「
よ
い
休
息
所
」
と
な
っ
て
い
る
実
態
に
則
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
状
況
に
お
い
て
は
、
「
健
康
な
学
生
」
の
「
安
穏
の
場
所
」
と
し
て
「
愛
さ
れ
る
図
書
館
」
を
求
め
る
学
生
の
要
望
は
自
然
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
保
存
図
書
館
化
し
て
い
た
旧
制
大
学
図
書
館
の
あ
り
方
を
越
え
る
新
制
大
学
図
書
館
の
あ
る
べ
き
姿
を
先
取
り
す
る
声
に
な
っ
て
い
た
。
休
校
を
少
な
く
三
教
授
復
職
学
問
の
自
由
の
擁
護
学
生
自
治
活
動
へ
の
不
介
入
グループＣ（九～四名のグループによる関心対象）
グループＡ（五三～四一名のグループによる関心対象）
学
校
設
備
の
完
全
化
講
義
内
容
の
充
実
授
業
料
値
下
げ
職
員
の
親
切
グループＢ（一一九～二一名のグループによる関心対象）
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新
学
期
を
迎
え
て
、
本
学
図
書
館
で
は
今
年
度
の
事
業
と
し
て
総
合
図
書
目
録
の
編
纂
を
急
い
で
い
る
。
ま
た
、
大
学
院
創
設
、
新
制
へ
の
一
本
化
に
伴
い
多
数
図
書
の
集
積
が
要
求
さ
れ
、
そ
の
必
要
を
満
た
す
た
め
に
現
在
、
多
く
の
蔵
書
が
購
入
さ
れ
て
い
故
戸
坂
潤
氏
の
蔵
書
も
付
け
）
。
ま
た
、
新
た
に
法
政
大
学
社
会
学
部
と
な
っ
た
中
央
労
働
学
園
に
つ
い
て
も
、
そ
の
歴
史
を
紹
介
す
る
際
に
、
協
調
会
図
書
館の「我が国に於ける著名な．：図書五万一一一千余冊」が受け継がれている点に注目している（一九五一年一二月一五
大
学
図
書
館
に
「
愛
さ
れ
る
図
書
館
」
と
し
て
の
期
待
を
寄
せ
る
一
方
で
、
学
生
た
ち
は
、
図
書
館
の
蔵
書
の
よ
り
一
層
の
「
完
備」を求めていた。『法政大学新聞」は、大原社会問題研究所や中央労働学園の吸収合併について、積極的に評価
する記事を的確な内容で伝えている。その際、同紙は、「本学付属大原社研」の発足を逸早く伝えるとともに、大
原社研の財産である焼け残った「士蔵内の貴重な文献と約一万部の書籍」に注目している（一九四九年一○月一日
と
こ
ろ
で
、
大
学
図
書
館
の
蔵
書
の
「
完
備
」
を
求
め
る
立
場
は
、
集
積
さ
れ
た
蔵
書
に
つ
い
て
の
閲
覧
希
望
と
直
結
す
る
こ
と
になる。「法政大学新聞」は、「充実する法大図書館」（’九五一年四月二五曰付け）と題する記事で、新制大学とな
日付け）。
った法政大学に、「独立図書館建設の計画」
の
計
画
を
歓
迎
し
て
い
る
。
以
下
は
、
そ
の
記
事
。
学内の美化（秩序の保持）１１「学内ボス追放ｌ図書館の拡充Ⅱ人事課の拡充
運
動
場
（
体
育
館
）
の
施
設
が
あ
る
こ
と
を
報
じ
、
学
生
の
図
書
閲
覧
の
機
会
が
増
大
す
る
で
あ
ろ
う
と
、
こ
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な
お
図
書
館
で
は
五
千
万
円
の
予
算
で
敷
地
一
一
百
坪
、
建
坪
二
百
坪
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
独
立
図
書
館
建
設
を
計
画
し
て
お
り
、
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
収
容
人
員
は
五
百
人
と
な
り
百
八
十
人
の
収
容
し
か
な
し
得
な
い
現
在
の
図
書
館
で
不
便
を
か
こ
っ
て
い
る
学
生
に
大
き
な
助
け
と
な
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
図
書
館
独
立
を
計
画
る
０ 旧
制
か
ら
新
制
へ
の
移
行
の
時
期
の
、
そ
の
紙
面
か
ら
伝
わ
っ
て
来
る
学
生
生
活
の
実
態
は
、
ま
ず
は
、
イ
ン
フ
レ
経
済
の
中
に
あ
っ
て
、
高
騰
す
る
学
費
に
あ
え
ぐ
姿
で
あ
る
。
旧
制
大
学
か
ら
新
制
大
学
へ
切
り
替
わ
る
過
程
で
、
授
業
料
は
、
二
八
○
○
円
か
ら
六
○
○
○
円
へ
六
○
○
○
円
か
ら
八
四
○
○
円
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
「
法
政
大
学
新
聞
」
の
紙
面
に
は
、
「
未
納
・
滞
納
一
千
名
」
「
山
を
な
す
延
納
届
」
「
授
業
料
、
ど
こ
ま
で
上
が
る
か
！
」
な
ど
の
見
出
し
が
躍
っ
て
い
る
。
次
に
は
、
急
増する学生と教室の少なさが生み出す軋みと軋礫である。「廊下での授業はごめんだ」という切実な声が上がり、
「悩みを生む大量入学」「超満員の法政大学」という実態への対応が求められている。
○
仙
台
、
伊
達
家
、
京
都
下
問
家
の
初
版
本
蔵
書
を
能
楽
研
究
室
へ
。
○
経
済
学
関
係
は
内
藤
文
庫
。
経
済
史
に
関
す
る
洋
書
六
千
冊
を
経
済
史
研
究
室
へ
。
○津田沼高専の廃校に伴う津田沼分館の工学関係図書五千冊。
○
大
学
院
用
と
し
て
平
野
義
太
郎
氏
の
フ
ラ
ン
ス
法
に
関
す
る
洋
書
五
千
冊
。
○
文
学
関
係
と
し
て
本
学
に
な
じ
み
の
深
い
戸
坂
潤
氏
の
蔵
書
、
和
洋
千
九
百
冊
ま
た
高
師
部
教
授
で
あ
っ
た
皆
川
氏
の
蔵
書
若干。
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私
学
を
企
業
体
と
し
て
運
用
す
る
一
人
の
経
営
者
に
な
り
切
っ
て
い
た
。
大
内
新
総
長
に
よ
っ
て
、
大
学
院
棟
の
建
設
が
な
さ
れ
、
本
館
の
建
設
が
着
工
さ
れ
、
新
制
大
学
と
し
て
の
法
政
大
学
は
、
そ
の
面
目
を
一
新
す
る
。
そ
し
て
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
「
ハ
コ
モ
ノ
行
政
」
が
、
学
生
の
期
待
と
要
望
に
応
え
る
法
政
大
学
の
隆
路
を
突
破
す
る
有
効
な
方
策
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
ス
コ
モ
ノ
行
政
」
は
、
ま
ず
は
、
大
量
の
学
生
の
受
け
入
れ
体
制
と
し
て
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
大
内
体
制
の
一
○
年
間
に
、
「
独
立
図
書
館
の
建
設
」
が
日
程
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
に
直
し
て
行
く
事
が
出
来
る
か
、
こ
れ
が
我
々
国
民
の
課
題
と
な
っ
た
と
、
私
は
思
う
」
と
訴
え
る
社
会
派
の
総
長
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
も
、
大
内
新
総
長
は
、
い
わ
ゆ
る
全
面
講
和
を
単
純
に
主
張
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
半
面
講
和
の
現
実
を
踏
ま
え
た
上
で
の
改
革
の
方
向
に
つ
い
て
「
…
深
く
思
い
、
高
く
考
え
よ
う
」
と
す
る
穏
健
な
改
良
主
義
者
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
『
法
政
大
学
新
聞
」
に
見
え
る
大
内
総
長
の
顔
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
大
内
新
総
長
に
は
、
も
う
一
つ
の
顔
が
あ
っ
た
。
大
内
新
総
長
は
、
「
マ
ル
経
」
の
財
政
学
者
と
は
思
え
な
い
経
営
合
理
主
義
の
立
場
に
立
つ
辣
腕
経
営
者
と
し
て
法
政
大
学
に
登
場
し
て
い
る
。
大
内
新
総
長
は
、
大
学
理
事
会
の
場
に
お
い
て
は
、
野上総長急逝の後を受けた大内丘〈衞新総長（口絵写真⑳）へＩの期待がわき上がっていた○‐しかし（迎え入れ
ら
れ
た
大
内
新
総
長
の
姿
勢
は
、
い
わ
ゆ
る
「
進
歩
派
」
と
称
さ
れ
る
単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
ず
、
大
内
新
総
長
は
、
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
反
対
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
試
験
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
唱
え
る
学
生
た
ち
を
「
無
常
識
」
で
あ
る
と
排
斥
し
、
レ
ッ
ド
・
パージ反対闘争との関連で進退が問われた一一一教授に辞職を求めるという毅然たる秩序派の総長として登場して
い
る
。
次
に
、
大
内
新
総
長
は
、
法
政
大
学
の
学
生
に
、
「
こ
の
度
の
不
完
全
な
半
面
講
和
を
、
い
か
に
す
れ
ば
完
全
な
全
面
講
和
１８０ 
Hosei University Repository
す
で
に
、
本
書
の
第
一
一
一
章
で
見
た
よ
う
に
、
ま
ず
、
一
九
○
三
年
の
専
門
学
校
令
公
布
の
機
会
に
、
そ
れ
ま
で
の
法
律
学
校
と
し
て
の
和
仏
法
律
学
校
を
和
仏
法
律
学
校
法
政
大
学
に
改
称
す
る
に
至
る
が
、
そ
の
過
程
で
「
閲
覧
室
ノ
設
備
」
と
「
書
籍
ノ
備
付
」
の
課
題
が
自
覚
さ
れ
た
。
こ
の
課
題
達
成
の
募
金
事
業
の
遂
行
者
と
な
っ
た
の
は
、
法
政
大
学
校
友
会
で
あ
っ
た
。
次
に
、
’
九
一
八
年
の
大
学
令
公
布
の
機
会
に
、
「
専
門
学
校
令
に
よ
る
大
学
」
か
ら
「
大
学
令
に
よ
る
大
学
」
へ
の
転
換
が
目
指
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
夜
間
専
門
大
学
が
名
実
と
も
に
総
合
大
学
と
し
て
新
発
足
す
る
準
備
が
開
始
さ
れ
た
時
、
そ
こ
で
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
の
は
、
校
地
の
確
保
で
あ
り
、
本
格
的
な
図
書
館
の
設
営
で
あ
っ
た
。
こ
の
難
事
業
が
遂
行
さ
れ
た
の
も
校
友
の
総
決
起
が
な
さ
れ
た
か
ら
と
こ
ろ
が
、
第
一
して、これまで、
が
、
こ
の
た
び
は
、
受
け
た
と
い
う
事
実
経
過
は
見
当
た
ら
な
い
。
法
政
大
学
の
歴
史
に
お
い
て
、
大
き
な
制
度
改
革
が
あ
る
た
び
に
積
極
的
な
対
応
を
見
せ
、
あ
る
局
面
に
お
い
て
は
、
財
政
面
で
決
定
的
と
も
言
え
る
役
割
を
果
た
し
て
き
た
法
政
大
学
校
友
会
で
あ
っ
た
が
、
第
一
一
次
大
戦
後
の
復
興
課
題
と
新
制
大
学
へ
の
転
換
課
題
に
対
し
て
は
、
か
つ
て
の
校
友
会
と
は
異
な
っ
た
大
学
と
の
距
離
関
係
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
大
学
図
書
館
に
限
っ
て
見
て
も
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
図
書
室
の
設
置
か
ら
始
ま
り
、
蔵
書
の
充
実
、
図
書
館
の
場
の
確
保
な
ど
、
校
友
会
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
戦
後
の
復
興
期
お
よ
び
新
制
大
学
へ
の
移
行
に
あ
た
っ
て
、
と
く
に
、
校
友
会
の
援
助
を
であった。
七
、
大
学
図
書
館
と
校
友
会
、
後
援
会
一
次
大
戦
後
の
戦
後
復
興
期
と
、
そ
れ
に
続
く
一
九
四
八
年
の
新
制
大
学
へ
の
切
り
替
え
と
い
う
大
転
換
に
直
面
母
校
の
転
進
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
大
き
く
貢
献
す
る
実
績
を
挙
げ
て
き
た
法
政
大
学
校
友
会
で
あ
っ
た
大
学
、
そ
し
て
図
書
館
に
対
し
、
か
つ
て
の
よ
う
な
寄
与
を
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
一
九
四
七
年
三
月
に
結
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戦
後
復
興
の
時
期
は
、
戦
後
経
済
の
混
迷
期
に
あ
り
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
昂
進
な
ど
の
悪
条
件
が
あ
っ
て
、
私
学
の
校
友
た
ち
が
立
脚
す
る
経
済
基
盤
は
、
き
わ
め
て
不
安
定
で
あ
っ
た
。
私
学
復
興
の
募
金
運
動
は
、
多
く
の
私
学
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
ど
の
大
学
に
お
い
て
も
、
予
期
さ
れ
た
効
果
を
挙
げ
な
い
で
終
わ
っ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
各
大
学
と
共
通
す
る
一
般
的
な
事
情
の
ほ
か
に
、
と
く
に
法
政
大
学
に
お
い
て
は
、
戦
時
体
制
に
入
る
直
前
の
時
期
に
お
け
る
「
法
政
騒
動
」
が
あ
り
、
そ
の
後
遺
症
が
残
っ
て
い
て
、
募
金
活
動
を
遂
行
す
る
力
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
戦
前
の
「
法
政
騒
動
」
が
法
政
大
学
の
戦
時
体
制
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
は
第
五
章
で
ふ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
戦
後
の
法
政
大
学
図
書
館
戦
後
復
興
期
か
ら
新
制
大
学
へ
の
転
換
期
に
か
け
て
、
都
下
の
主
な
私
立
大
学
は
、
早
稲
田
、
慶
応
、
明
治
、
法
政
、
と
、
軒
並
み
に
募
金
運
動
を
開
始
し
、
そ
の
際
に
期
待
を
か
け
ら
れ
た
の
は
、
各
大
学
に
お
け
る
校
友
会
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
期
待
さ
れ
る
よ
う
な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
法
政
大
学
の
校
友
会
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
明
治
大
学
も
同
じ
よ
う
に
、
校
友
会
に
大
き
く
期
待
す
る
募
金
運
動
に
取
り
組
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
期
し
た
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
終
わ
っ
て
い
る
。
一
九
四
七
年
と
一
九
四
八
年
の
二
年
間
に
一
五
○
○
万
円
を
集
め
る
計
画
で
、
在
学
生
と
く
に
新
入
生
の
父
兄
に
対
す
る
維
持
会
費
の
募
集
を
行
な
い
、
一
口
五
○
○
○
円
の
寄
付
で
、
十
口
以
上
の
申
込
者
に
対
し
て
は
卒
業
生
で
な
く
と
も
校
友
に
推
薦
す
る
な
ど
の
手
だ
て
を
講
じ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
集
ま
っ
た
の
は
目
標
の
三
分
の
一
の
五
四
○
万
円
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
成
さ
れ
た
法
政
大
学
復
興
後
援
会
の
副
会
長
と
な
っ
た
の
は
校
友
会
会
長
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
復
興
計
画
費
一
八
○
○
万
円
の
う
ち
一
二
○
○
万
円
を
負
担
す
る
と
い
う
計
画
が
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
負
担
計
画
の
達
成
度
に
つ
い
て
の
報
告
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
「
復
興
の
緒
は
校
友
の
助
力
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
」
の
で
あ
っ
た
が
、
成
果
は
挙
が
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
弓
法
政
大
学
八
十
年
史
』
お
よ
び
「
法
政
大
学
百
年
史
』
に
お
け
る
「
校
友
会
史
」
の
記
述
に
よ
る
）
。
て
い
る
弓
明
治
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
、
四
五
一
頁
）
。
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「
法
政
騒
動
」
を
通
じ
て
、
錯
綜
し
て
争
っ
た
諸
派
の
ど
こ
か
の
派
が
勝
利
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
勝
利
し
た
の
は
、
学
内
に
侵
入
し
た
学
外
勢
力
で
あ
っ
た
。
学
外
の
右
翼
団
体
が
学
内
に
浸
潤
し
て
第
三
勢
力
を
構
成
し
、
学
内
の
主
要
ポ
ス
ト
を
占
め
、
そ
の
後
の
法
政
大
学
の
主
導
権
を
掌
握
し
た
の
が
「
法
政
騒
動
」
の
結
末
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
三
勢
力
主
導
に
よ
る
大
学
の
新
体制が、ほかならぬ竹内賀久治総長の体制であった（「解題－騒動の背景と基本構図」、法政大学大学史資料委員会『法
政
大
学
史
資
料
集
』
第
一
三
集
、
’
九
九
○
年
、
所
収
を
参
照
）
。
政ナショナリズムが、「法政騒
の
校
友
組
織
は
、
も
は
や
、
か
つ
す
る
組
織
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
校
友
勢
力
が
二
派
に
別
れ
て
争
っ
た
「
法
政
騒
動
」
を
通
じ
て
法
政
大
学
の
戦
時
体
制
へ
の
突
入
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
その竹内総長体制において、皮肉にも、「校友会の自主性は全く喪われ」たのである。そのことは、校友会自身が
「法政騒動」の発端において、法政大学校友会の主力有志による昭和会は、『法政大学報」（’九三四年二月）に
「建議案」を発表し、「オール校友」の立場からする「大法政百年の大計」を内外に明らかにした。そこで明らか
にされたのは、「大学最高執行機関」である理事会の構成に関して「理事は之を校友中より選任する」という原則
で
あ
っ
た
。
こ
の
原
則
は
、
「
校
友
、
教
授
共
原
則
と
し
て
一
人
一
役
た
る
べ
し
」
と
す
る
大
原
則
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
大
原
則
は
、
「
校
友
は
大
学
行
政
機
関
を
担
当
」
し
「
教
授
は
其
使
命
た
る
研
究
教
育
の
み
の
任
に
当
た
る
べ
し
」
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
大
原
則
か
ら
す
れ
ば
、
「
原
則
と
し
て
卒
業
生
よ
り
教
授
を
採
用
す
る
事
」
と
す
る
方
針
が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
（
法
政
大
学
大
学
史
資
料
委
員
会
『
法
政
大
学
史
資
料
集
』
第
一
二
集
、
’
九
八
九
年
、
所
収
資
料
を
参
照
）
。
と
の
関
係
に
お
い
て
も
振
り
返
る
必
要
が
あ
る
。
戦
後
直
後
期
の
法
政
大
学
校
友
会
は
、
’
九
三
○
年
代
後
半
以
降
に
浮
上
し
た
法
政ナショナリズムが、「法政騒動」を通じて、校友会と大学の位置関係に大きな変化を生じさせていた。法政大学
の
校
友
組
織
は
、
も
は
や
、
か
つ
て
の
よ
う
に
、
社
会
人
と
し
て
の
校
友
が
、
ひ
た
す
ら
愛
校
心
に
よ
っ
て
母
校
に
経
済
的
に
寄
与
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こ
う
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
、
法
政
大
学
図
書
館
の
運
営
を
援
助
す
る
組
織
は
、
も
は
や
、
卒
業
生
の
組
織
で
あ
る
校
友
会
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
校
友
会
が
果
た
し
た
母
校
を
財
政
的
に
支
援
す
る
役
割
は
、
在
校
生
の
父
兄
組
織
で
あ
る
後
援
会
に
担
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
制
大
学
と
な
っ
た
法
政
大
学
図
書
館
の
特
色
の
発
揮
は
、
他
大
学
に
先
行
し
て
設
け
た
開
架
式コーナーに見出すことができる。ところで、そのコーナーとは、「後援会文庫」であった。
「法政騒動」によって、大学の中枢機構に校友が参加するのではなく、取り込まれる結果となった。実態はそ
う
で
あ
っ
て
も
、
形
と
し
て
は
校
友
会
は
大
学
理
事
会
に
い
く
つ
か
の
ポ
ス
ト
を
獲
得
し
た
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
校
友
会
の
変
質
が
な
さ
れ
て
い
る
。
校
友
会
は
、
も
は
や
、
社
会
人
と
し
て
大
学
の
外
に
安
定
し
た
場
を
も
つ
卒
業
生
が
そ
の
余
裕
に
お
い
て
母校を支援する会ではなくなった。校友会とは、何らかの動機で大学経営への参画を積極的に希望する卒業生が、
大学中枢のポストに就くための通過点となる組織へと変質していた。
井
本
健
作
館
長
の
時
代
に
、
法
政
大
学
図
書
館
は
、
私
立
大
学
図
書
館
協
会
第
一
回
総
会
の
た
め
の
会
場
提
供
校
と
な
っ
て
い
る。先にも見た「私立大学図書館協会史』で、その記録を見ると、この第一一回総会が戦後私大図書館史におけ
る
一
つ
の
頂
点
と
な
り
、
そ
の
後
の
活
動
展
開
の
起
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
、
『
私
立
大
学
図
書
館
協
会
史
』
の
記
述
が
、
こ
の
第
二
回
総
会
で
節
を
画
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
の
大
会
が
、
私
大
図
書
館
戦
後
史
の
一
つ
の
時
期
を
画
す
る
大
会
と
な
っ
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
あ
っ
た
。
承認するところとなっているＩ（『法政大学八十年史』七六一頁）Ｐ
八
、
文
人
・
井
本
健
作
の
大
学
図
書
館
論
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第
一
一
回
総
会
は
、
一
九
五
○
年
一
一
月
一
・
二
日
と
、
法
政
大
学
校
友
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
開
会
の
辞
を
述
べ
た
の
は
、
法
政
大
学
図
書
館
長
で
あ
る
井
本
健
作
で
あ
り
、
挨
拶
を
贈
っ
た
の
は
法
政
大
学
総
長
に
就
任
し
た
直
後
の
大
内
兵
衞
で
あ
っ
た
。
来
賓
祝
辞
の
中
に
は
、
初
代
国
会
図
書
館
長
で
あ
り
日
本
図
書
館
協
会
理
事
長
で
あ
っ
た
中
井
正
一
の
名
が
見
え
る
。
「私立大学図書館協会史』において、’九五○年は「図書館史上にも記憶すべき年であった」と記録されてい
る
。
こ
の
年
四
月
、
図
書
館
法
が
国
会
を
通
過
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
法
の
適
用
は
公
共
図
書
館
に
限
ら
れ
て
い
た
。
私
大
図
書
館
協
会
と
し
て
は
、
例
年
、
総
会
の
場
で
、
司
書
教
育
と
司
書
資
格
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
経
過
が
あ
り
、
私
大
図
書
館
に
対
し
て
も
「
司
書
の
法
制
化
」
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
声
が
強
く
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
と
り
あ
え
ず
は
、
司
書
の
文
部
省
へ
の
登
録
制
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
図
書
館
法
の
実
質
的
な
修
正
に
成
功
し
た
の
が
こ
の
年
の
八
月
で
あ
っ
た
。
私
大
図
書
館
は
、
図
書
館
職
員
の
専
門
職
化
へ
の
道
に
一
歩
、
踏
み
出
す
こ
と
が
出
来
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
動
き
を
受
け
て
、
私
大
図
書
館
協
会
第
二
回
大
会
で
は
、
一
般
大
学
に
お
い
て
、
教
育
学
部
・
学
芸
学
部
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
司
書
お
よ
び
司
書
補
の
講
習
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
図
書
館
法
を
修
正
す
る
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。
併
せ
て
、
新
制
大
学
の
発
足
に
対
応
す
る
大
学
図
書
館
法
の
制
定
が
求
め
ら
れ
た
。
各
大
学
お
け
る
図
書
館
講
座
設
置
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
私
大
図
書館協会として調査した結果を、法政大学図書館の足立正夫が報告している。なお、この総会で、次期常任理事
校
に
法
政
大
学
が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
総
会
大
会
あ
た
り
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
化
、
Ｎ
Ｄ
Ｃ
へ
の
切
り
替
え
課
題
な
ど
が
、
総
会
の
検
討
課
題
と
し
て
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
井
本
健
作
館
長
の
時
代
に
、
法
政
大
学
図
書
館
は
、
私
立
大
学
図
書
館
協
会
の
常
任
理
事
校
と
な
り
、
井
本
は
常
任
理
事
の
任
に
就いた。井本は、この時期、健康を害し「書くことが不自由」（本人の弁）であったにも関わらず、酒井勇二の手
を借りるなどして、私立大学図書館協会の『会報』や「年報』に執筆し、会務の報告に止まらずに、彼の図書館
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広義の図書館には大学の研究室も含まれるとした上で、井本はこうも一一一一口う。「これ（大学図書館）なくしては大
学は全くその使命を果し得ないのである」。さらに、教授の側から一一一一口うと、「大学教授は常に学問の最高峰を究め
よ
う
と
し
て
、
孜
々
と
し
て
倦
む
所
を
知
ら
な
い
の
が
、
そ
の
本
領
で
あ
る
か
ら
、
真
理
の
殿
堂
た
る
図
書
館
が
、
彼
等
に
と
っ
て
井
本
の
大
学
図
書
館
論
は
、
学
生
を
教
室
と
講
義
か
ら
解
放
し
「
自
由
研
究
」
に
向
か
わ
せ
る
場
と
し
て
大
学
図
書
館
を
位
置
付
け
る
と
こ
ろ
か
ら
展
開
さ
れ
る
。
「
然
ら
ば
か
く
の
如
く
比
嶮
的
な
意
味
で
の
『
教
室
」
か
ら
解
放
さ
れ
る
大
学
生
は
何
処
へ
向
う
べ
きだろうか。……先ず基本的研究資料の充実した図書館に向わなければならないことは一一一一口を俟たぬ所であろう」
と
、
井
本
は
言
う
。
「
大
学
図
書
館
の
本
質
的
役
割
は
こ
の
点
に
存
す
る
」
の
で
あ
っ
た
。
法
政
大
学
図
書
館
長
と
し
て
の
井
本
が
、
私
立
大
学
図
書
館
協
会
常
任
理
事
校
と
し
て
の
立
場
で
、
私
立
大
学
図
書
館
協
会
の
『
年
報
」
（
’
九
五
一
年
）
に
「
巻
頭
言
」
と
し
て
発
表
し
た
「
大
学
図
書
館
の
あ
り
方
に
就
い
て
」
は
、
井
本
の
私
大
図
書
館
に
つ
い
て
の
考
え
方
の
端
的
な
表
明
と
な
っ
て
い
る
。
本
章
（
第
七
章
）
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
そ
こ
で
は
、
井
本
の
、
大
学
図
書
館
は単なる付属図書館ではなく「各学部と同様に大学それ自体である」と自覚すべきである、とする提一一一一口がなされ
作業であった（「私立大学図書館協会会報』第六号、一九五三年七月）。
法
政
大
学
図
書
館
が
取
り
組
ん
だ
大
き
な
仕
事
は
三
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
へ
の
援
助
要
請
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
成
功
し
な
か
っ
た
。
次
に
、
’
九
五
○
年
四
月
に
国
会
を
通
過
し
た
図
書
館
法
の
第
六
条
第
一
項
に
あ
る
「
司
書
講
習
の
規
定
」
修
正
の
運
動
で
あ
り
、
こ
れ
は
成
功
し
た
。
第
三
に
は
、
私
立
大
学
図
書
館
基
準
に
つ
い
て
、
大
学
基
準
協
会
に
提
案
す
る
理
念
を
積
極
的
に
披
瀝
し
て
い
る
ｂ
■
ている。 二年
有
半
を
顧
み
て
」
と
題
さ
れ
た
井
本
の
会
務
報
告
に
よ
れ
ば
、
’
九
五
一
年
一
一
月
以
降
、
常
任
理
事
校
を
引
き
受
け
て
、
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貧
弱
さ
」
で
は
な
い
か
、
と
。
大
学
図
書
館
長
の
職
は
、
「
校
友
教
授
共
原
則
と
し
て
一
人
一
役
た
る
べ
し
」
（
昭
和
会
建
議
）
と
す
る
私
学
の
原
則
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
原
則
の
適
用
に
な
じ
ま
な
い
領
域
で
あ
る
こ
と
が
確
か
で
あ
ろ
う
。
真
理
の
殿
堂
の
有
り
ょ
う
を
担
う
の
は
、
学
問
の
最
高
峰
を
究
め
よ
う
と
す
る
者
以
外
に
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
井
本
か
ら
す
れ
ば
、
大
学
基
準
協
会
が
「
図
書
館
を
極
め
て
重
要
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
の
は
「
当
然
で
あ
る
」
の
で
あ
っ
た
。
井本の大学図書館論からすれば、「ある大学の盛衰は、その図書館の実状によって最も如実に卜し得られる」ので
あ
り
、
「
図
書
館
が
大
学
の
心
臓
部
と
云
わ
れ
る
の
も
決
し
て
故
な
き
こ
と
で
は
な
い
」
の
で
あ
っ
た
。
井
本
の
大
学
図
書
館
論
は
、
理
念
の
提
示
に
終
わ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
井
本
は
、
全
国
私
大
図
書
館
協
会
が
行
な
っ
た
全
国
調
査
に
よ
っ
て
、
「
学
校
総
予
算
に
対
す
る
図
書
費
の
比
率
」
の
実
態
を
示
し
、
問
題
点
の
指
摘
を
試
み
て
い
る
。
’
九
五
○
年
度
における調査では「最高一一○％、最低○・五％、平均一一一％」となっているが、この内の平均一一一％は、「平均二％と
な
る
の
が
実
状
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
大
学
基
準
協
会
が
制
定
を
検
討
し
て
い
る
図
書
館
基
準
の
案
で
は
、
図
書
館
予
算
の
水
準
に
つ
い
て
、
東
京
案
で
四
％
、
関
西
案
で
七
％
と
な
っ
て
い
た
。
井
本
は
言
う
。
「
今
仮
に
こ
の
両
案
を
折
衷
し
て
五
％
（
米
国
で
も
五
％
で
あ
る
）
を
妥
当
と
す
る
と
き
、
官
立
は
知
ら
ず
、
前
記
私
大
の
二
％
は
僅
に
其
の
半
ば
に
も
及
ば
ぬ
こ
と
は
、
看
過
し
が
た
い
最
も
重
要
な
機
関
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
、
に
力
説
の
要
を
見
な
い
所
で
あ
る
」
。
井
本
の
こ
の
言
に
見
ら
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
大
学
人
図
書
費
の
実
数
を
見
る
と
、
別
表
（
二
九
五
○
年
代
前
半
の
私
立
大
学
図
書
館
図
書
費
一
覧
」
）
の
よ
う
に
、
法
政
大
学
の
そ
れ
は
高
い
ほ
う
で
は
な
い
。
酒
井
「
法
政
大
学
図
書
館
史
」
に
よ
れ
ば
、
’
九
五
一
年
度
に
お
い
て
、
法
政
大
学
の
図
書
費
は
二
五
○
万
円
にすぎなかったという。一九五○年前後の新刊書の価格を「法政大学新聞」で見ると、トルストイ「戦争と平和」
としての見識である。
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米
川
正
夫
訳
、
創
元
社
、
全
五
巻
、
は
一
○
七
○
円
。
石
母
田
正
『
中
世
的
世
界
の
形
成
』
伊
藤
書
店
、
は
四
○
○
円
。
和
辻
哲
郎
『鎖国』筑摩書一房、は三八○円。…等々であった。’九五一一年のデータであるが、慶応義塾大学の場合、約六五
○
万
円
の
図
書
費
で
蔵
書
を
六
○
○
○
冊
増
加
さ
せ
、
早
稲
田
大
学
の
場
合
、
約
七
九
○
万
円
の
図
書
費
で
蔵
書
を
七
五
○
○
冊
増
加させている。法政大学の場合、新制大学発足当初、新刊書購入による蔵書の増加率は低く、関係者を苛立たせ
ていた。井本が、「学校予算に対する予算の比率」について、「殊に○．五％の図書館予算があるに至っては、言
語
道
断
と
い
う
他
は
な
い
」
と
怒
っ
て
い
る
の
は
、
必
ず
し
も
他
大
学
に
つ
い
て
だ
け
で
あ
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
図
書
館
人
と
し
て
の
井
本
の
見
識
に
つ
い
て
、
酒
井
『
法
政
大
学
図
書
館
史
」
は
、
日
曜
開
館
制
度
の
採
用
を
検
討
し
た
折
り
に
見
せ
た
よ
う
に
、
成
田
中
学
校
の
教
員
時
代
に
石
川
照
勤
と
成
田
図
書
館
と
の
接
触
経
験
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
育
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
酒
井
に
よ
れ
ば
、
井
本
は
「
そ
こ
（
成
田
図
書
館
）
の
館
長
で
あ
る
石
川
照
勤
と
も
親
交
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
から、本館の館長に就任以来、図書館界に誠意情熱を捧げられたことはまた自然の姿であった」と一一一一口えるのであ
っ
た
。
ま
た
、
大
学
図
書
館
人
と
し
て
の
井
本
に
つ
い
て
、
酒
井
は
、
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。
井
本
の
人
格
と
、
井
本
の
私
立
大
学
図
書
館
協
会
へ
の
寄
与
は
、
「
私
立
大
学
の
図
書
館
人
」
を
し
て
井
本
を
囲
む
サ
ー
ク
ル
を
形
成
さ
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
井
以
上
の
よ
う
な
、
酒
井
の
『
法
大
図
書
館
史
」
に
お
け
る
井
本
健
作
論
を
参
照
し
つ
つ
、
あ
え
て
言
え
ば
、
井
本
の
大
学
図
書
館
人
と
し
て
の
見
識
は
、
井
本
の
、
法
政
大
学
に
お
け
る
文
士
・
文
人
と
し
て
の
有
り
様
に
止
ま
ら
な
い
私
学
に
腰
を
据
え
た
一
人
の
大
学
人
と
し
て
の
姿
勢
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
成
田
中
学
か
ら
法
政
大
学
予
科
に
呼
ば
れ
た
と
き
、
井
本
は
、
漱
石
門
下
の
他
の
文
士
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
大
学
人
と
し
て
法
政
大
学
に
根
を
生
や
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
井
本
は
、
他
の
文
士
の
よ
う
に
高
等
遊
民
化
本の誕生日に集う「枇杷の花の会」が永く続いていた。
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健
止
の
朔
し
、
大
学
を
も
の
を
書
く
場
と
し
て
の
み
利
用
す
る
立
場
を
と
ら
な
かった。井本は、法政大学で、付属中学校の発足に尽力し、
校
長
と
な
り
、
中
学
校
の
図
書
館
作
り
に
力
を
注
ぎ
、
一
九
二
○
年
代から一九三○年代にかけて一○年余、法政大学予科の「学
生
主
監
」
と
「
学
生
主
事
」
を
務
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
予
科
長
の
任にも就いている。その「誠実な人柄と無視の熱血漢ぶり」
には定評があったとされている。井本の、一人の教員とし
て、法政大学の学生の立場に立ち続ける誠実さは、「法政騒
動
」
の
渦
中
に
あ
っ
て
認
め
ら
れ
た
日
記
「
自
省
録
」
に
よ
く
示
さ
れるものとなっている（法政大学大学史資料委員会「法政大学
史
資
料
集
』
第
一
三
集
、
一
九
九
○
年
、
所
収
。
「
解
題
１
騒
動
の
背
景
と
基本構図」をも参照）。井本には、リベラル派の文士として
の
気
風
だ
け
で
な
く
、
法
政
大
学
の
士
を
耕
し
、
種
を
蒔
き
、
芽
を
育
て
、
成
長
さ
せ
、
自
ら
も
法
政
大
学
の
土
壌
に
根
を
下
ろ
そ
う
と
す
る
私
学
に
お
け
る
大
学
人
の
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
た
。
私
学
に
お
け
る
学
問
の
可
能
性
を
信
じ
る
立
場
な
し
に
私
立
大
学
図
書
館
論
の
展
開
は
あ
り
得
な
か
っ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
1８９ 
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1950年代前半の私立大学図書館蔵書数一覧
閲覧席数 蔵書数 閲覧室坪数 蔵書数 閲覧席数
２３３ ３０５０００ １２９ 
５００ ５９７０００． ２５０ ６０６０００． ９７８ 
２５０ ３６９０００． ３８００００． ２５０ 
２３６０００． ４４４ ３００ 
１１６ １８５０００． １８９０００． ２１０ 
４００ １７５０００． １８４０００． ２４０ 
(日本図書館協会「日本の図書館」1953,1954,1955年版による｡）
1950年代前半の私立大学図書館図書費一覧
（単位は千円。括弧内は学生１人当たり図書費）
予算決算野決算予昇決算予昇決算
(日本図書館協会「日本の図書館」1953,1954,1955年版による。空欄は、回答なし６
法政大学のみ、酒井『法政大図書館史」による｡）
1９０ 
1953年
蔵書数
1954年 1955年
法政大学 199,000. 233 305,000. 1 <未回答〉
早稲田大学 574,000. 500 597,000. 250 606,000. 978
慶応義塾大学 363,000. 250 369,000. 7９ 380,000. 250
明治大学 368,000. 300 <未回答〉 236,000. 444
同志社大学 1７０，０００． 1 185,000. 9１ 189,000. 210
立命館大学 159,000. 400 175,000. 1６６ 184,000. 240
1952年度
算 算
1953年度
予算 決算
1954年度
予算 決算
1955年度
予算 決算
法政大学 5，５００． 6,700. 7,500. 
早稲田大学 7,901． 
(0.26） 
12,650. 
(0.42） 
12,550. 
(0.59） 
1３，０１９． 
(０．５４） 
36,748. 4２，１４２． 
慶応義塾大学 6,583． 
(1.60） 
6,750． 
(1.80） 
7,280． 
(1.29） 
7,400． 
(1.30） 
１９，３３６． 1８，８１１． 
明治大学
同志社大学 １，５７２． 
(0.16） 
１，３００． 
(0.13） 
１，４９３． 
(0.14） 
１，９５０． 
(0.18） 
1２，７５２． 1４，３１９． 
立命館大学 ６，８５０． 
(0.68） 
7,550． 
(0.72） 
10,669. 
(1.00） 
1１，８１０． 
(Ｌｌ４） 
1６，７９３． 1９，３０１． 
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